
プライバシー
 



Microsoft のデータ処理の方針に関する最新の情報は、「Microsoft のプライバシーに関す
る声明」を参照してください。 ここでは、データにアクセスして制御するために提供され
る最新のツール、またプライバシーに関する質問がある場合の問い合わせ方法についても
確認することができます。

Windows Vista のプライバシーに
関する声明
ハイライト 声明 補足条項

このページ内

個人情報

お客様の選択

情報の用途

重要な情報

お問い合わせ先

Windows Vista のプライバシーに関する声明

この通知は、
Windows Vista のプライバシーに関する声明 の全文か
らの抜粋であり、Windows Vista とすべての Windows Vista Service
Pack におけるデータ収集およびその使用に関する概要について説明
します。インターネットをとおして通信を行う機能に重点が置かれ
ており、すべての機能を網羅するものではありません。マイクロソ
フトによるその他のオンラインまたはオフラインのサイト、製品、
あるいはサービスには適用されません。

Windows Server 2008(英語の可能性あり) におけるデータの収集お
よびその使用に関する詳細を検索

個人情報

Windows Vista の特定の機能では、個人情報を収集または使用
することを許可するかどうかについてお客様に確認する場合が
あります。これらの機能および個人情報の用途に関する追加情
報については、
Windows Vista のプライバシーに関する声
明(英語の可能性あり) におけるデータの収集およびその使用
に関する詳細を検索
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Windows Vista の機能の中には、お客様の許可を得たうえで、
個人情報をインターネットを通じて共有できるものがありま
す。

お客様がソフトウェアを登録する場合には、個人情報の提供が
求められます。

その他の情報

ページのトップへ

お客様の選択

インターネットを通じて個人情報を転送する Windows Vista の
機能を使用するか無効にするかを選択することができます。

インターネットをとおしてその他の種類の情報を転送する機能
に対しても、さまざまな制御を利用できます。

インターネットを利用して Windows Vista がよりよく動作でき
るよう、個人情報を収集しない一部の機能は既定で有効になっ
ています。これらの機能を無効にしてもかまいません。

その他の情報

ページのトップへ

情報の用途

収集された情報は、お客様がご使用になっている機能を有効に
するため、またはお客様が要求したサービスを提供するために
使用されます。マイクロソフトの製品やサービスの向上を図る
ためにも使用されます。お客様が登録を行った場合、お客様の
個人情報は、お客様の許可を得たうえで、ご使用になっている
製品やサービスについてお客様にフィードバックを求めたり、
重要な更新やソフトウェアに関する通知を配布したり、イベン
トを告知したり、新製品のリリースを通知したりするために使
用されます。

サービスの向上を図るために、サービスを委託している会社に
情報を提供する場合があります。これらの会社は、情報の機密
を保持することを要求されており、他の目的で情報を使用する
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ことは禁じられています。

その他の情報

ページのトップへ

重要な情報

Windows Vista にはライセンス認証が必要です。ライセンス認
証は、ソフトウェアの違法コピーを減らし、マイクロソフトの
お客様に期待どおりのソフトウェア品質を提供することを目的
としています。ライセンス認証には、いかなる個人情報も必要
ではありません。

Windows Vista のプライバシーに関する声明
Windows Vista の
プライバシーに関する声明 の全文には、特定の Windows Vista
の機能に関する補足情報へのリンクが含まれています。

補足情報を含む、印刷用の「Windows Vista のプライバシーに
関する声明」全文は、
ここ(英語の可能性あり) におけるデー
タの収集およびその使用に関する詳細を検索

お客様のパーソナル コンピュータ、個人情報、および家族の
インターネット利用を保護する方法の詳細については、
オン
ライン セキュリティ リソース(英語の可能性あり) におけるデ
ータの収集およびその使用に関する詳細を検索

ページのトップへ

お問い合わせ先

マイクロソフトがプライバシー保護をどのように実施しているかの
詳細については、
Windows Vista のプライバシーに関する声明の全
文をご覧ください。または、当社の
Web フォーム(英語の可能性あ
り) におけるデータの収集およびその使用に関する詳細を検索

ページのトップへ
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Microsoft のデータ処理の方針に関する最新の情報は、「Microsoft のプライバシーに関す
る声明」を参照してください。 ここでは、データにアクセスして制御するために提供され
る最新のツール、またプライバシーに関する質問がある場合の問い合わせ方法についても
確認することができます。

Windows Vista のプライバシーに
関する声明
ハイライト 声明 補足条項

このページ内

個人情報の収集と用途

お客様のコンピュータ
に関する情報の収集と
用途

選択および管理

お客様の情報のセキュ
リティ

このプライバシーに関
する声明の変更

詳細情報

Windows Vista のプライバシーに関する声明

この声明は、Windows Vista およびすべての Windows Vista Service
Pack を対象としています。以前のリリースの Windows Vista、このオ
ペレーティング システムの一部である特定のソフトウェア、または関
連するサービスについては、画面の右側で、関連するソフトウェアお
よびサービスのプライバシーに関する声明を参照してください。

特定の機能については、画面の右側で、Windows Vista の機能のプラ
イバシーに関する声明の補足情報を参照してください。

プライバシーに関する声明の抜粋を表示

最終更新日 :2007 年 11 月

Microsoft (以下、マイクロソフト) は、お客様がパーソナル コンピュ
ーティングに期待されているパフォーマンス、機能、および利便性を
提供する一方で、お客様のプライバシーを保護することに万全を期し
ています。以下に記載されている
Windows Vista および Windows
Vista Service Pack 1 のプライバシーに関する声明をお読みください。
また、Windows Vista およびお客様がご使用になるマイクロソフトの
サービスにおけるデータの収集およびその使用に関する詳細について
は、右側にある補足情報の一覧を参照してください。
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この開示は、インターネットをとおして通信を行う機能に重点が置か
れており、すべての機能を網羅するものではありません。他のマイク
ロソフト サイト、サービス、および製品には適用されません。

個人情報の収集と用途

マイクロソフトの収集した個人情報は、お客様が要求または許可した
サービスを提供し、業務を遂行するために、マイクロソフトおよびそ
の子会社や関連会社によって利用されます。また、使用する製品やサ
ービスについてお客様にフィードバックの追加情報を求める場合や、
ソフトウェアに関する重要なお知らせ、バグ報告フォームや調査フォ
ームを介しての製品やサービスの改善、イベントの告知、新製品発売
のお知らせなどにも利用される場合があります。

この声明に明記した場合を除き、お客様から提供された個人情報を、
お客様の同意なく、第三者に譲渡することはありません。マイクロソ
フトでは、梱包、発送、配達などの配送業務、製品やサービスに関す
る質問への対応、サービスの統計的な分析など、一部のサービスを他
の企業に委託することもあります。マイクロソフトは、これらの会社
に対して、サービスの提供に必要な最小限の個人情報のみを開示し、
情報をそれ以外の目的で使用することを禁止しています。

マイクロソフトは法律に基づき開示しなければならない場合、または
開示行為が必要であると合理的に判断できる以下の場合に、個人情報
を開示することがあります。(a) マイクロソフトに対する法の要請ま
たは法的手続きに応じる場合、(b) マイクロソフトの権利を保護また
は防御する場合
(この契約の執行を含む)、(c) マイクロソフトの従業
員やエージェント、マイクロソフトのソフトウェアやサービスのユー
ザー、または公衆の安全を確保するために緊急に行動する場合。

マイクロソフトのソフトウェア、サイト、およびサービスが収集した
個人情報は、マイクロソフトやその子会社、系列会社、または代理店
の所在する米国またはその他の国において保管、処理される場合があ
ります。マイクロソフトのソフトウェア、サイト、またはサービスを
利用することで、このような自国以外へのデータ転送に同意されたも
のとします。マイクロソフトは、米国商務省が発表した、欧州連合
(EU) からのデータの収集、使用、保管に関する Safe Harbor 規制に準
拠しています。

ページのトップへ



お客様のコンピュータに関する情報の収集と用途

インターネット対応の機能は、お客様のコンピュータに関する情報
("標準的なコンピュータ情報") を、お客様が訪れた Web サイトおよ
びお客様が使用した Web サービスに送信します。一般的に、この情
報は個人を特定できるような情報ではありません。標準的なコンピュ
ータ情報には、一般的に、IP
アドレス、オペレーティング システム
のバージョン、ブラウザのバージョン、ハードウェア ID (デバイスの
製造元、デバイス名、およびバージョンを示す)、地域と言語の設定な
どが含まれます。特定の機能、ソフトウェア、またはサービスがマイ
クロソフトに情報を送信する場合は、標準的なコンピュータ情報も併
せて送信されます。ここで示す
Windows の各機能およびマイクロソ
フトのソフトウェアやサービスに関するプライバシーの詳細では、収
集される追加情報の種類とその用途について説明します。

ページのトップへ

選択および管理

インターネットを通じて個人情報を転送する Windows Vista の機能を
使用するか無効にするかを選択することができます。また、提供した
い個人情報も決定できます。インターネットをとおしてその他の種類
の情報を転送する機能に対しても、さまざまな制御を利用できます。
インターネットを利用して
Windows Vista がよりよく動作できるよ
う、個人情報を収集しない一部の機能は既定で有効になっています。
これらの機能を無効にしてもかまいません。特定の機能または関連す
る製品やサービスで行われる情報の収集、使用、および選択に関する
詳細については、右側の一覧にあるリンクをクリックしてください。

ページのトップへ

お客様の情報のセキュリティ

マイクロソフトは、お客様の情報のセキュリティを保護することに万
全を期しています。マイクロソフトでは、お客様の情報を、承認され
ていないアクセス、使用、または公開から保護するために、さまざま
なセキュリティ技術および手法を使用しています。たとえば、お客様
から提供された情報は、管理された施設内のアクセス制限のあるコン
ピュータ
システムに保管されます。マイクロソフトによってインター
ネットを通じてクレジット カード番号やパスワードなどの機密情報が



最新情報
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Surface Laptop 5

Microsoft Store

アカウント プロファイル

ダウンロード センター

教育
Microsoft Education

教育機関向けデバイス

転送される場合は、SSL (Secure Socket Layer) プロトコルなどの暗号
化を使用して保護されます。

ページのトップへ

このプライバシーに関する声明の変更

マイクロソフトでは、マイクロソフトの製品やサービスの変更および
お客様のフィードバックを反映するために、このプライバシーに関す
る声明を更新する場合があります。この声明に変更があった場合は、
この声明のトップにある「最終更新日」が更新されます。この声明に
重要な変更がある場合、またはマイクロソフトによる個人情報の用途
に変更がある場合は、このような変更を実施する前に変更の通知をわ
かりやすく掲示するか、またはお客様に直接通知いたします。この声
明を定期的に参照していただき、個人情報保護に対するマイクロソフ
トの取り組みについてご確認いただくことをお勧めします。
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詳細情報

マイクロソフトでは、このプライバシーに関する声明についてのお客
様のご意見、ご感想をお待ちしております。この声明について不明な
点がある場合、またはマイクロソフトがこの声明に従っていないと思
われる場合は、
Web フォーム

Microsoft Privacy

Microsoft Corporation

One Microsoft Way

Redmond, Washington 98052
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Microsoft のデータ処理の方針に関する最新の情報は、「Microsoft のプライバシーに関す
る声明」を参照してください。 ここでは、データにアクセスして制御するために提供され
る最新のツール、またプライバシーに関する質問がある場合の問い合わせ方法についても
確認することができます。
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関する声明
ハイライト 声明 補足条項

このページ内

ライセンス認証

監査

BitLocker™ ドライブ
暗号化

Crypto API
(Application
Programming
Interface) 診断

カスタマ エクスペリ
エンス向上プログラム
(CEIP)

デバイス マネージャ

ダイヤルアップ ネッ
トワーク

ドライバ保護

Windows Vista のプライバシーに関する声明

このページは、
Windows Vista のプライバシーに関する声明を補足す
るものです。特定の機能、サイトまたはサービスに関連するデータの
収集およびその用途について理解するために、Windows Vista のプラ
イバシーに関する声明と補足情報 (掲示されている場合) をお読みくだ
さい。
Windows Vista のプライバシーに関する声明

最終更新日 :2007 年 12 月

ライセンス認証

この機能について

ライセンス認証は、ソフトウェアの違法コピーを減らして、マイクロ
ソフトのお客様に期待どおりのソフトウェア品質を提供することを目
的としています。お客様のソフトウェアがライセンス認証されると、
固有のプロダクト キーがソフトウェアをインストールしたコンピュー
タ
(ハードウェア) に関連付けられます。この関連付けは、プロダクト
キーを使用して同じソフトウェアを複数のコンピュータでライセンス
認証する違法コピーを防止します。コンピュータのコンポーネントや
ソフトウェアに何らかの変更を加えた場合は、ソフトウェアの再ライ
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動的更新

コンピュータの簡単操
作センター

イベント ビューア

FAX

ファイルの関連付け
Web サービス

ゲーム フォルダ

手書き認識 (Tablet PC
でのみ使用可能)

IME (Input Method
Editor)

インストール向上プロ
グラム

インターネット印刷

IPv6 (Internet Protocol
version 6) ネットワー
ク アドレス変換トラ
バーサル

ネットワーク位置認識
サービス

オンラインでのプリン
トの注文ウィザード

保護者による制限

ピア名解決サービス

プラグ アンド プレイ

プラグ アンド プレイ
拡張機能

プログラム互換性アシ
スタント

センス認証が必要になる場合があります。

収集、処理、または送信される情報

このソフトウェアのライセンス認証中に、プロダクト キー情報がハー
ドウェア ハッシュ (コンピュータのハードウェア構成から生成される
一意でない数字) と共にマイクロソフトに送信されます。このハード
ウェア ハッシュは、個人情報やソフトウェアに関する情報を表すもの
ではありません。ハードウェア
ハッシュを使用してコンピュータの製
造元やモデル名を判断したり、コンピュータに関する追加情報を算出
することはできません。標準的なコンピュータ情報のほかに、その他
の言語設定も収集されます。

情報の用途

マイクロソフトは、ソフトウェアがライセンス供与されたものである
かどうかを確認する目的に情報を使用します。次に、これらの情報は
統計的な分析を行うために集約されます。マイクロソフトは、個人を
特定したり、お問い合わせの目的で情報を使用することはありませ
ん。

選択および管理

ライセンス認証は必須の手続きです。あらかじめ決められた時間内に
ライセンス認証を完了する必要があります。ソフトウェアのライセン
ス認証を行わない場合は、認証の猶予期間が経過するとソフトウェア
を使用できなくなります。ソフトウェアが正しくライセンスされてい
ない場合、ライセンス認証を完了することはできません。

ページのトップへ

監査

この機能について

監査を使用して、管理者はオペレーティング システムの活動をセキュ
リティ ログに記録するように構成することができます。セキュリティ
ログには、イベント ビューアやその他のプログラムを使用してアクセ
スできます。このログは、コンピュータやコンピュータ上のリソース
への認証されていないアクセスを検出したり、問題をトラブルシュー
ティングする際に役立ちます。

収集、処理、または送信される情報



プログラムのプロパテ
ィ - [互換性] タブ

プログラム互換性ウィ
ザード

プロパティ

登録

Rights Management
Services (RMS) クライ
アント

音声認識機能

トラステッド プラッ
トフォーム モジュー
ル (TPM) サービス

ルート証明書の更新

UPnP テクノロジ

Windows Anytime
Upgrade

Windows カレンダー

Windows グループ作
業ツール テクノロジ

Windows コントロー
ル パネル

Windows ヘルプ

Windows メール

Windows ムービー メ
ーカー

Windows 印刷スプー
ラ

Windows 問題レポー
ト

収集される情報の種類、収集された情報の保持期間、および情報が第
三者に送られるかどうかは管理者によって決定されます。この情報に
は、ユーザー名やファイル名など、ユーザーの個人情報が含まれる場
合があります。詳細については、管理者に問い合わせてください。

情報の用途

管理者は、監査情報の用途も決定します。通常、セキュリティ ログ
は、コンピュータの活動を追跡したり、コンピュータやコンピュータ
のリソースへの認証されていないアクセスを識別するために監査担当
者および管理者によって使用されます。

選択および管理

管理者は、この機能を有効にするかどうか、およびユーザーにどのよ
うに通知するかを決定します。管理者によって特に許可されている場
合を除き、セキュリティ ログを他のユーザーが見ることはできませ
ん。

ページのトップへ

BitLocker™ ドライブ暗号化

この機能について

BitLocker ドライブ暗号化 (BitLocker) は、Windows Vista™ Enterprise
Edition と Windows Vista™ Ultimate Edition を実行しているコンピュ
ータで利用できる機能です。コンピュータが紛失または盗難に遭った
場合、BitLocker
はオフライン ソフトウェア攻撃を防ぐことで、デー
タを保護します。BitLocker を有効にすると、Windows がインストー
ルされているハード ドライブに保存されている全情報を含めて、その
ハード ドライブが暗号化されます。

収集、処理、または送信される情報

BitLocker を有効にすると、保護されたハード ドライブからの読み取
りや書き込み時に、メモリの暗号化キーによりデータが暗号化および
解読されます。BitLocker を設定する際は、回復パスワードの印刷、ま
たは USB フラッシュ
ドライブあるいはネットワーク上の場所への保
存を選択することができます。企業環境では、管理者は、回復情報を
自動的に Active Directory ドメイン サービスに保存することができま
す。BitLocker は、1 つ以上のグローバル一意識別子
(GUID) を保護さ
れる各ハード ドライブに関連付けて各ドライブを管理します。これら



Windows ターミナル
サービス クライアン
ト

Windows タイム サー
ビス

の GUID は、BitLocker を無効にしたときに削除されます。

コンピュータに TPM (トラステッド プラットフォーム モジュール)
Version 1.2 セキュリティ ハードウェアが搭載されている場
合、BitLocker では、ハードウェアで拡張されたデータ保護を提供する
ために TPM
が使用されます。詳細については、「トラステッド プラ
ットフォーム モジュール (TPM) サービス」(下記) を参照してくださ
い。TPM を装着したコンピュータでは、個人識別番号 (PIN) をセット
アップして、暗号化されたデータの保護階層をさらに追加することも
できます。BitLocker
は、この TPM ベースの PIN をハッシュされ暗号
化された形式でハード ドライブに保存します。

情報の用途

暗号化キーと GUID は、コンピュータ メモリに保存され、BitLocker
の機能をサポートします。BitLocker の回復情報を使用すると、ハード
ウェア エラーやその他の問題が発生したときに、保護されたデータに
アクセスできます。この回復情報により、BitLocker
では認証されたユ
ーザーと認証されていないユーザーを区別できます。BitLocker で収集
された情報は、マイクロソフトに送信されません。

選択および管理

BitLocker は既定で無効になっています。管理者は、[コントロール パ
ネル] の [BitLocker ドライブ暗号化] に進み、BitLocker をいつでも有
効または無効にすることができます。

ページのトップへ

Crypto API (Application Programming Interface) 診断

この機能について

Crypt API Diagnostics 機能は、アプリケーションの証明書の使用に関
連付けられたイベントをログに記録します。

収集、処理、または送信される情報

使用する証明書、またはコンピュータにインストールされているオペ
レーティング システムおよびアプリケーションが使用する証明書につ
いての情報が収集されます。この機能を有効にすると、イベント ログ
に情報が出力され、イベント ビューアを使用してその情報を表示する
ことができます。



情報の用途

管理者は、証明書の信頼性の問題を識別およびトラブルシューティン
グするためにこの情報を使用できます。また、管理者はこの情報をフ
ァイルにエクスポートすることもできます。このファイルは解析のた
めにマイクロソフト プレミア サポートなどの技術専門チームに送ら
れる場合もあります。マイクロソフトに自動的に送信されるデータは
ありません。

選択および管理

Crypto API Diagnostics 機能は既定で無効になっています。この機能を
有効または無効にすることができるのは管理者だけです。コンピュー
タのパフォーマンスを低下させる可能性があるため、証明書で問題が
発生している場合を除き、この機能は有効にしない方が良い場合があ
ります。管理者は、証明書の信頼性処理のさまざまな部分をログに出
力するように
Crypto API 診断を構成することができます。また、収集
する情報の量を決定することもできます。

ページのトップへ

カスタマ エクスペリエンス向上プログラム (CEIP)

この機能について

このプログラムに参加すると、コンピュータの基本情報と Windows
Vista の利用状況に関する情報が CEIP レポートに収集されます。マイ
クロソフト製品が Windows Vista で実行するソフトウェアと対話する
方法を向上させるために、そのソフトウェアの限定された情報が収集
される場合もあります。このようなレポートはマイクロソフトに送信
され、お客様が最もよく使用する機能を向上させ、一般的な問題に対
するソリューションを作成するために役立てられます。

収集、処理、または送信される情報

CEIP レポートには通常、次の情報が含まれています。

構成。コンピュータのプロセッサ数、使用しているネットワー
クの接続数、ディスプレイ デバイスの画面解像度、実行してい
る Windows のバージョンなど。レポートには、コンピュータと
ワイヤレス
デバイスや Bluetooth 対応デバイスとの間の信号強
度、および高速 USB 接続などの機能がオンになっているかどう
かなどの構成情報も含まれる場合があります。



パフォーマンスと信頼性。ボタンをクリックした時のプログラ
ムの応答速度、プログラムやデバイスで発生した問題の数、ネ
ットワーク接続で情報が送受信される速度など。

プログラムの利用状況。最も頻繁に使用する機能、Windows ヘ
ルプとサポートを使用する頻度、通常デスクトップに作成する
フォルダ数など。

CEIP レポートには、CEIP への参加を決定した時刻から最大で 7 日前
からのコンピュータでのイベントに関する情報 (イベント ログ デー
タ) も含まれます。ほとんどのユーザーは、Windows をセットアップ
してから数日以内に
CEIP への参加を決定するため、マイクロソフト
は Windows Vista のセットアップ体験の分析と向上のためにこの情報
を使用します。

この情報は、インターネットへの接続時にマイクロソフトに送信され
ます。CEIP レポートには、名前、住所、電話番号などの個人情報は含
まれません。ただし、一部のレポートには、コンピュータに接続され
たデバイスのシリアル番号など、個人識別子が意図せずに含まれる可
能性があります。マイクロソフトは、CEIP
レポートに含まれる情報を
フィルタリングして、含まれている可能性がある個人識別子を削除す
ることに努めます。個人識別子を受信する限りにおいて、マイクロソ
フトが個人を特定したり、連絡を取ったりするためにこれらの識別子
を使用することはありません。

また CEIP ではグローバル一意識別子 (GUID) が生成され、コンピュ
ータを一意に識別するためにコンピュータに保存され、CEIP レポート
で送信されます。GUID はランダムに生成された番号で、個人情報は
含まれません。

情報の用途

マイクロソフトは CEIP 情報を利用してソフトウェアの向上を図りま
す。マイクロソフトは、受信するフィードバックの範囲やその重要度
を区別するために GUID を使用します。たとえば、マイクロソフトは
GUID を使用して、ある問題が
100 回起こっているお客様と、同じ問
題が 1 回だけ起こっているお客様を区別できます。マイクロソフト
は、CEIP レポートで収集した情報を使用して、個人を特定したり、お
問い合わせの目的で情報を使用することはありません。インターネッ
トに接続するときのインターネット
プロトコル (IP) アドレスは CEIP
レポートごとにマイクロソフトに送信されますが、マイクロソフトは



この情報を使用して個人を識別したり、連絡を取ったりすることはあ
りません。

選択および管理

この機能は既定で無効になっています。参加を選択した場合、コンピ
ュータ上のすべてのユーザーについて上述した情報が CEIP で収集さ
れます。管理者は、コントロール パネルの [問題のレポートと解決策]
にアクセスして、すべてのユーザーがカスタマ
エクスペリエンス向上
プログラムに参加するのを停止することができます。[コントロール
パネル] をクリックし、[システムとメンテナンス] をクリックし、[問
題のレポートと解決策] をクリックして、左側のウィンドウの [関連項
目]
の下の [カスタマ エクスペリエンス向上の設定] をクリックしま
す。

詳細については、オンラインでマイクロソフト Web サイトの
マイク
ロソフト カスタマ エクスペリエンス向上プログラムのよくある質問
を参照してください。

ページのトップへ

デバイス マネージャ

この機能について

デバイス マネージャでは、ハードウェア デバイスの最新のドライバ
をインストールできます。ドライバ ソフトウェアの更新ウィザードを
利用すると、コンピュータにインストールされているハードウェアの
デバイス ドライバの更新、ハードウェア設定の変更、およびデバイス
やドライバの問題のトラブルシューティングを行うことができます。

収集、処理、または送信される情報

ハードウェアに適用する更新プログラムを決定するために、ユーザー
のコンピュータの構成情報が収集され、マイクロソフトに送信されま
す。デバイス マネージャとドライバ ソフトウェアの更新ウィザード
は Windows Update と連携してこの情報を収集します。Windows
Update で収集される情報とその用途の詳細については、オンライン
でマイクロソフト Web サイトの
Windows Update のプライバシーに
関する声明 を参照してください。

情報の用途
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この情報は、コンピュータ ハードウェアおよび取り付けられたデバイ
スに適用する更新プログラムを決定するために収集されます。マイク
ロソフトは、コンピュータの構成に関して収集した情報を使用して、
個人を特定したり、お問い合わせの目的で情報を使用することはあり
ません。

選択および管理

デバイス マネージャは既定で有効になっています。これを無効にする
ことはできません。ただし、ドライバ ソフトウェアの更新ウィザード
を開き、ドライバ ソフトウェアの更新を選択した場合、デバイス マ
ネージャがマイクロソフトに送信するのは構成情報のみであり、それ
により更新されたドライバがダウンロードされます。デバイス
マネー
ジャを開く方法やドライバ ソフトウェアの更新ウィザードを使用する
方法の詳細については、Windows ヘルプとサポートを参照してくださ
い。

ページのトップへ

ダイヤルアップ ネットワーク

この機能について

ダイヤルアップ ネットワークを使用すると、ケーブル モデムやデジ
タル加入者回線 (DSL) など、ダイヤルアップ モデムやブロードバンド
技術を使用してインターネットにアクセスできます。また、ダイヤル
アップ ネットワークでは、仮想プライベート
ネットワーク (VPN) 接
続やリモート アクセス サービス (RAS) を使用して、プライベート ネ
ットワークにアクセスすることもできます。RAS は、業界の標準的な
プロトコルを使用してクライアント コンピュータ (一般にユーザーの
コンピュータ)
をホスト コンピュータ (リモート アクセス サーバーと
も呼ばれます) に接続するコンポーネントです。VPN テクノロジを利
用すると、インターネットを通じて会社のネットワークなどのプライ
ベート ネットワークに接続することができます。

ダイヤルアップ ネットワークには、RAS クライアント、接続マネージ
ャ、RAS 電話などのダイヤラ コンポーネントと、Rasdial などのコマ
ンド ライン ダイヤラが含まれます。

収集、処理、または送信される情報

ダイヤラ コンポーネントは、ユーザー名、パスワード、ドメイン名、



電話番号などの情報をコンピュータから収集します。この情報は接続
先のシステムに送信されます。この情報は、マイクロソフトには送信
されません。ユーザー名やパスワードなど、セキュリティに関連する
情報は暗号化された形式でコンピュータに保存されます。

接続マネージャ管理キット (CMAK) は、管理者がユーザー インターフ
ェイスを構築して、ユーザーから情報を収集できるようにするサーバ
ー コンポーネントです。管理者は収集する情報の種類を決定します。
詳細については、管理者に問い合わせてください。

情報の用途

ダイヤラ情報は、インターネットへの接続を確立するために使用され
ます。CMAK では、接続プロファイルを作成するために情報が使用さ
れます。接続プロファイルを使用すると、管理者はネットワーク内で
接続を容易に展開および管理できます。

選択および管理

コマンド ライン ダイヤラ以外では、パスワードを保存できます。こ
のオプションは、既定で無効になっています。このため、このオプシ
ョンを有効にして、パスワードの保存を選択するまで、インターネッ
トやネットワークへの接続のためのパスワードの入力を求められま
す。Rasdial
のようなコマンド ライン ダイヤラには、パスワードを保
存するオプションはありません。

ページのトップへ

ドライバ保護

この機能について

ドライバ保護は、安定性に関する問題を引き起こすことが判明してい
るドライバをオペレーティング システムが起動するのを防止します。
これらのドライバの一覧は、コンピュータに保存されたドライバ保護
一覧データベースに格納されています。ドライバ保護は、オペレーテ
ィング
システムが動作している間にこのデータベースを確認します。
この確認の結果に基づいて、ドライバを起動するかどうかが判断され
ます。詳細については、オンラインでマイクロソフト Web サイトの
記事
ドライバ保護一覧 を参照してください。

収集、処理、または送信される情報

Windows Update 
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を有効にしている場合は、必要なドライバの最新バ
ージョンがダウンロードされます。Windows Update で収集される情
報および用途の詳細については、
Windows Update のプライバシーに
関する声明を参照してください。また、管理者は必要なドライバの最
新バージョンをネットワーク上のコンピュータに配布することもでき
ます。

情報の用途

Windows は、ドライバ保護一覧に格納されているドライバが起動する
場合にユーザーに通知します。通知をクリックすると、Windows は問
題をマイクロソフトに報告するかどうかを確認します。これにより、
解決策や詳細情報を確認できます。通知をクリックしない場
合、Windows
は自動的にレポートを作成し、問題のレポートの設定に
応じて、後で送信するかどうかを確認します。問題レポートの設定を
表示または変更したり、レポートを任意の時刻に手動で送信したりす
るには、[コントロール パネル] の [問題のレポートと解決策]
にある
オプションを使用します。Windows エラー報告で収集される情報とそ
の用途の詳細については、オンラインでマイクロソフト オンライン
クラッシュ ダンプ解析 (OCA) Web サイトの
Microsoft エラー報告サ
ービスのプライバシーに関する声明 を参照してください。

Windows のセットアップ時にドライバ保護一覧からドライバが見つか
った場合は、オペレーティング システムのインストールが完了する前
に通知されます。ユーザーは、セットアップを中止し、オペレーティ
ング システムをインストールする前に別のドライバ
ソリューション
を検索することができます。または、セットアップ プロセスを続行し
て、代替のドライバを後でインストールすることもできます。この場
合、インストールを完了させるためにドライバが無効にされることが
あります。インストールを完了してログオンすると、上述のようにオ
ペレーティング
システムで通知されます。

選択および管理

ドライバ保護は、セットアップ中に Windows Update および動的更新
と共に動作します。ドライバ保護でコンピュータのドライバ保護一覧
データベースが更新されないようにするには、Windows Update と動
的更新を使用しないようにします。

ページのトップへ
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動的更新

この機能について

動的更新を使用すると、Windows Vista でオペレーティング システム
をインストール中に Microsoft Update Web サイトを 1 回確認して、
コンピュータの最新の更新プログラムを取得できます。更新プログラ
ムが見つかった場合、動的更新により更新プログラムが自動的にダウ
ンロードされ、インストールされます。これにより、コンピュータに
最初にログオンしたり、使用したりするときにコンピュータは最新の
状態に維持されています。

収集、処理、または送信される情報

動的更新でコンピュータにダウンロードできる更新プログラムの種類
は、次のとおりです。

インストールの更新プログラム : インストールを正常に実行で
きるようにするインストール ファイルの重要な更新プログラム
です。

インボックス ドライバ更新プログラム : インストール中の
Windows のバージョン用の重要な更新プログラムです。

互換性のあるドライバをインストールするために、動的更新は
Windows Update と連携してコンピュータのハードウェアについての
情報をマイクロソフトに送信します。

情報の用途

動的更新ソフトウェアは、互換性のあるドライバを検索するためにコ
ンピュータのハードウェアについての情報を報告します。動的更新に
より収集された情報の用途の詳細については、
Windows Update のプ
ライバシーに関する声明を参照してください。

選択および管理

Windows Vista のセットアップ中に、動的更新を使用するかどうかを
選択できます。

ページのトップへ

コンピュータの簡単操作センター

この機能について

http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=50142
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コンピュータの簡単操作センターを使用すると、ユーザー補助のオプ
ションと設定を有効にしてコンピュータの操作性を向上させることが
できます。

収集、処理、または送信される情報

収集される情報は障害に関する一覧で、ユーザーにとってより使いや
すいコンピュータの設定を推奨するために使用されます。ユーザー
は、一連の選択肢から適切なものを選択することでこの情報を提供で
きます。

これらの選択肢には、次のものがあります。

テレビの文字が読みにくいことがある。

色覚に障害がある。

視覚に障害がある。

キーボードの使用が困難な障害がある。

聴覚に障害がある。

発声に障害がある。

情報の用途

この情報は、ユーザーの申告内容に対応できる推奨構成を提供するた
めに使用されます。この情報は、人間が判読できない特殊な形式でコ
ンピュータにローカルに保存されます。この情報はマイクロソフトに
送信されません。また、コンピュータのユーザーと管理者のみが使用
可能で、他のユーザーは使用できません。

選択および管理

ユーザーは複数の項目を選択することができます。また、選択内容を
いつでも変更することができます。さらには、推奨される構成の中か
ら、お使いのコンピュータに適用する構成を選択することもできま
す。

ページのトップへ

イベント ビューア

この機能について



コンピュータのユーザー (主に管理者) は、イベント ビューアを使用
して、イベント ログを表示して管理します。イベント ログには、ハ
ードウェアおよびソフトウェアの問題に関する情報や、コンピュータ
のセキュリティ イベントに関する情報が含まれています。たとえば、
アプリケーション
ログには、すべてのユーザーおよびコンピュータで
使用されるプログラムで生成されたイベント情報が含まれます。既定
では、すべてのユーザーはアプリケーション ログ エントリを表示で
きます。ただし、管理者はイベント ビューア ログへのアクセスを制
限できます。

収集、処理、または送信される情報

イベント ビューアを開いて、コンピュータのイベント ログにアクセ
スできます。イベント ビューアを開く方法については、Windows ヘ
ルプとサポートを参照してください。イベントの詳細を表示するに
は、イベントをプレビューするか、イベントのプロパティを表示でき
ます。[イベントのプロパティ]
ダイアログ ボックスおよびイベントの
プレビュー ウィンドウには、詳細な情報へのリンク (イベント ログの
オンライン ヘルプ) が表示されます。イベント情報を自動的に送信す
ることにあらかじめ同意している場合を除き、リンクをクリックする
と、ダイアログ
ボックスに一覧表示されている情報を、インターネッ
トを使用して送信することに同意するかを確認するダイアログ ボック
スが表示されます。同意すると、イベントとして記録された問題の解
決策など、イベントに関する詳細情報を利用できるかどうかを確認す
るために、情報は
Web サイトに送信されます。マイクロソフトのイ
ベントの場合、イベントの詳細は Microsoft TechNet Web サイトの
Windows Server TechCenter に転送されます。サードパーティ アプリ
ケーションに関連するイベントの場合、情報はサードパーティ発行元
または製造元がプロバイダ
マニフェストで指定しているサイトに転送
されます。管理者は、グループ ポリシーを使用して、イベント情報の
送信先のサイトを選択または変更できます。

情報の用途

イベント ログのオンライン ヘルプをクリックした際に収集されマイ
クロソフトに送信されるイベント情報は、該当するイベントに関連す
る追加の情報を特定し、ユーザーに提供するために使用されます。マ
イクロソフトは、問い合わせたり、個人を特定したりするためにこの
情報を使用することはありません。イベントに関する情報をサードパ
ーティ発行元または製造元に送信した場合、情報の使用はサードパー



ティのプライバシーに関する規則によって管理されます。

選択および管理

イベント ログのオンライン ヘルプをクリックした際、表示されてい
る情報をインターネット経由で送信するかどうかを確認するメッセー
ジが表示されます。これに同意しない限り、イベント ログ情報がイン
ターネット経由で送信されることはありません。管理者は、グループ
ポリシーを使用して、イベント情報の送信先のサイトを選択または変
更できます。

ページのトップへ

FAX

この機能について

FAX 機能を使用すると、FAX 送付状を作成および保存したり、コンピ
ュータと、外部または組み込みの FAX モデムまたは FAX サーバーを
使用して FAX を送受信したりすることができます。

収集、処理、または送信される情報

収集される情報には、FAX 送付状に入力された個人情報や、送信端末
識別 (TSID) や Call Subscriber ID (CSID) などの業界の標準的な FAX
プロトコルに含まれる識別子が含まれています。既定では、Windows
は ID ごとに値 (名前) として "Fax" を使用しますが、[FAX の設定] に
あるオプションを使用して TSID や CSID をカスタマイズすることが
できます。パブリック ビューの設定によっては、システムで受信した
すべての
FAX をすべてのユーザーが確認することができます。この設
定は既定で有効になっていますが、管理者によって変更されている場
合もあります。FAX を送信する場合、送信した FAX を確認できるのは
送信者だけです。ただし、管理者特権を持つユーザーは、コンピュー
タにある
FAX 送信されたすべてのドキュメントを手動で確認できま
す。

情報の用途

送信者側のダイアログ ボックスに入力した情報は送付状に記載されま
す。TSID や CSID などの ID には任意のテキストが含まれている場合
があり、一般的には受信側の FAX 機やコンピュータが送信者を識別す
るために使用されます。情報はマイクロソフトに送信されません。



選択および管理

既定では、FAX アクセスはコンピュータのユーザー アカウント特権に
よって決まります。FAX 管理者がアクセス設定を変更しない限り、す
べてのユーザーは FAX を送受信できます。すべてのユーザーは、自分
が送信したドキュメントおよびコンピュータで受信した
FAX を表示で
きます。管理者は、すべての FAX 送信済みドキュメントの確認と送受
信を実行できます。また、FAX を表示または管理できるアクセス許可
を付与するユーザーを決定するなど、FAX 設定を構成できます。

ページのトップへ

ファイルの関連付け Web サービス

この機能について

ファイルの関連付け Web サービスでは、ファイルの種類を特定のア
プリケーションに関連付けることができます。プログラムが関連付け
られていないファイルの種類を開こうとすると、ファイルの関連付け
Web サービスを使用してファイルを開くプログラムを見つけるかどう
かの確認が表示されます。このサービスを使用する場合は、ファイル
の種類の拡張子がマイクロソフトに送信されます。ファイル名拡張子
に一般的に関連付けられているアプリケーションが表示されます。

収集、処理、または送信される情報

ファイルの関連付けサービスを使用する場合は、ファイル名拡張子が
マイクロソフトに送信されます。コンピュータの表示言語もマイクロ
ソフトに送信されます。

情報の用途

ファイル名拡張子を送信すると、このサービスはマイクロソフトが認
識しているプログラムの中でその拡張子のファイルを開くことができ
るプログラムの一覧を表示言語を使用して返します。プログラムをダ
ウンロードおよびインストールしない限り、そのファイルの種類の関
連付けは変わりません。

選択および管理

ファイルの関連付け Web サービスを使用するかどうかを選択しま
す。このサービスを使用しない限り、ファイルの関連付け情報がマイ
クロソフトに送信されることはありません。管理者は、このサービス



をユーザーが使用しないようにする複数のオプションを利用できま
す。管理者オプションの詳細については、Microsoft
TechNet Web サ
イトの
Windows Vista でのインターネットによる通信の管理に関する
記事 (英語の可能性あり) を参照してください。

ページのトップへ

ゲーム フォルダ

この機能について

ゲーム フォルダには、コンピュータにインストールされているすべて
のゲームが表示され、すべてのゲームを 1 つの場所から表示および起
動できます。ゲーム フォルダでは、ボックス アート、発行元情報、
説明、レビューなど、これらのゲームに関する追加情報
(メタデータ)
をダウンロードして利用することもできます。

収集、処理、または送信される情報

ゲーム フォルダには、最後にプレイした日付をゲームごとに記録する
こともできます。この情報を利用することで、表示されるゲームの並
べ替えやフィルタリングを行うことができます。ゲームのプレイ日時
の情報はコンピュータに保存され、マイクロソフトに送信されること
はありません。ゲーム
フォルダには、お客様の選択に応じて、インス
トールされているゲームに関するメタデータがマイクロソフトの
WMIS (Windows Metadata and Internet Services) から取得されます。
このために、ゲーム
ファイルの名前やゲームのショートカットなどの
情報がマイクロソフトに送信されます。

情報の用途

マイクロソフトに送信された情報は、インストールしたゲームのメタ
データを取得するために使用されます。マイクロソフトは、個人を特
定したり、お問い合わせの目的で情報を使用することはありません。
ただし、収集された情報は統計情報を生成するために使用される場合
があります。

選択および管理

ゲーム フォルダのメタデータの収集機能や追跡機能を有効または無効
にすることができます。有効になっている場合は、ゲーム フォルダを
開くたびにメタデータが取得され、ゲーム フォルダには最後にゲーム
をプレイした日時が記録されます。最初にゲーム
フォルダを開いたと
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きに、ゲーム メタデータの取得と表示、およびゲームをプレイした時
間の追跡を行うかどうかを選択できます。ゲーム フォルダにあるオプ
ションを使用することで、これらの機能を無効にすることができま
す。企業環境では、管理者はグループ
ポリシーを使用することでこれ
らの機能を無効にできます。

ページのトップへ

手書き認識 (Tablet PC でのみ使用可能)

個人設定 - 自動学習機能
この機能について

自動学習機能は、Tablet PC で利用できる手書き認識機能です。この
機能は、ユーザーが使用する語句や筆跡に関するデータを収集しま
す。自動学習機能を有効にすると、手書き認識ソフトウェアはユーザ
ーの筆跡や語彙を認識し、解釈能力を向上させます。

収集、処理、または送信される情報

自動学習機能が収集した情報は Tablet PC のユーザーごとにユーザー
プロファイルに保存されます。この情報は、マイクロソフトには送信
されません。データは専用の形式で保存されるため、メモ帳やワード
パッドなど、テキストを表示するためのプログラムを使用して読み取
ることはできません。また、ユーザーとコンピュータの管理者のみが
使用でき、他のユーザーは使用できません。

収集される情報の一例 :

Microsoft Office Outlook 2003 や Windows メールなどの電子メ
ール プログラムを使用して作成したメッセージや予定表のエン
トリのテキスト。これには送信済みのメッセージも含まれま
す。

Internet Explorer のアドレス バーに入力したテキスト。

タブレット PC の入力パネルに記入したインク。

入力パネルに記入したインクから認識されたテキスト。

認識済みのテキストを修正するために選択した文字。

注意 : 筆跡と語彙の両方の自動学習機能を、手書き認識機能をサポー
トするすべての言語で利用できるとは限りません。各言語で使用され



るデータの種類の詳細については、Windows ヘルプとサポートの
「Tablet
PC の手書き認識個人用設定」を参照してください。

情報の用途

収集された情報は、ユーザー独自の筆跡や語彙に合わせてカスタマイ
ズされた認識ソフトウェアのバージョンを作成し、手書き認識能力を
向上させるために使用されます。テキストのサンプルは、拡張辞書を
作成するために使用されます。インクのサンプルは、Tablet
PC のユ
ーザーごとに文字認識を向上するために使用されます。

選択および管理

ユーザーは、自動学習機能のオンとオフの切り替えを [コントロール
パネル] の [タブレット PC 設定] でいつでも行うことができます。自
動学習機能をオフにすると、収集および保存されたデータはすべて削
除されます。

手書き認識のエラー報告
この機能について

タブレット PC の入力パネルを使用中に手書き認識エラーが発生した
場合、そのエラーに関する報告をマイクロソフトに送信することがで
きます。

収集、処理、または送信される情報

最近収集された手書きサンプルの簡潔な一覧がメモリに格納されま
す。明示的に許可していない限り、これらの手書きのサンプルがハー
ド ドライブに書き込まれたり、マイクロソフトに送信されることはあ
りません。送信されたサンプルに個人情報が含まれている場合もあり
ますが、マイクロソフトがこれらの情報を意図的に収集することはあ
りません。マイクロソフトは、個人を特定したり、お問い合わせの目
的で情報を使用することはありません。

情報の用途

ユーザーは、マイクロソフトに報告する認識エラーを選択することが
できます。これらの報告は、今後のバージョンの手書き認識ソフトウ
ェアを向上させるために使用されます。

選択および管理

報告の作成は、手書き認識エラー報告ツールを使用して行うことがで
きます。報告は自動的に送信されません。ユーザーは報告に含める手



書きサンプルを選択し、マイクロソフトに送信する前に作成した報告
を確認できます。企業環境では、管理者はグループ
ポリシーを使用す
ることで、手書き認識エラー報告を無効にすることができます。

ページのトップへ

IME (Input Method Editor)

IME 学習
この機能について

Microsoft Input Method Editor (IME) は東アジア言語で使用され、キー
ボードで入力した文字を表意文字に変換します。簡体字中国語、繁体
字中国語、および日本語版の IME の学習機能は、単語または熟語を記
録することで、適切な漢字の候補を提示することができるようになり
ます。

収集、処理、または送信される情報

IME の学習機能は、ユーザーが操作するたびに単語または熟語とその
関連スコアを記録します。この情報 (数字および記号の並びを除く)
は、コンピュータのユーザーごとにユーザー辞書に保存されま
す。IME で情報がマイクロソフトに送信されることはありません。

情報の用途

学習データはシステムの IME で使用されます。また、Microsoft Office
の文章校正ツールによって参照される場合もあります。情報はマイク
ロソフトに送信されません。

選択および管理

学習機能は、IME 機能で無効にすることができます。また、学習機能
を有効にして、ユーザー辞書に書き込まないように構成することもで
きます。

IME 単語登録 (日本語 IME のみで使用可能)
この機能について

単語登録を使用して、サポートされていない単語 (キーボード入力で
正しく表意文字に変換されない単語) を報告することができます。

収集、処理、または送信される情報

単語登録の報告には、報告する語句について [単語の追加] ダイアログ



ボックスに入力する情報や、IME のソフトウェアのバージョン番号な
ども含まれます。個人情報が意図せずに収集される可能性があります
が、マイクロソフトは個人を特定したり、お問い合わせの目的で情報
を使用することはありません。報告を送信する前に、ユーザーは報告
に含まれるデータを再確認することができます。

情報の用途

単語登録の報告は、SSL (Secure Socket Layer) プロトコルを使用して
マイクロソフトに送信されます。マイクロソフトは IME を向上するた
めに情報を使用します。

選択および管理

単語登録の報告が生成される際は、報告をマイクロソフトに送信する
かどうかをユーザーに確認するメッセージが毎回表示されます。ユー
ザーは、送信するかどうかを選択する前に、報告に含まれている情報
を確認することができます。企業環境では、管理者はグループ
ポリシ
ーを使用することで単語登録の報告を構成できます。グループ ポリシ
ーの構成オプションには、報告を完全にオフにしたり、報告を別のサ
ーバーにリダイレクトする機能が含まれています。グループ ポリシー
を使用して報告を構成する方法の詳細については、Microsoft
TechNet
Web サイトの
Windows Vista でのインターネットによる通信の管理に
関する記事 (英語の可能性あり) を参照してください。

ページのトップへ

インストール向上プログラム

この機能について

インストール向上プログラムに参加すると、1 つのレポートがマイク
ロソフトに送信されます。この報告には、コンピュータの基本情報と
Windows Vista のインストール状況に関する情報が収集されます。マ
イクロソフトは、インストール体験を向上し、一般的なインストール
の問題の解決策を作成するためにこの情報を使用します。

収集、処理、または送信される情報

この報告には、インストールの日付、インストール フェーズごとに完
了までにかかった時間、インストールが製品のアップグレードである
か新規インストールであるかどうか、バージョンの詳細、オペレーテ
ィング システム言語、メディアの種類、コンピュータの構成、および

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=77931
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成功またはエラーの状態およびエラー
コードなど、インストールおよ
びセットアップ体験に関する情報を含んでいます。

この報告は、インターネットへの接続時にマイクロソフトに送信され
ます。この報告には、名前、住所、電話番号などの連絡先情報は含ま
れません。グローバル一意識別子 (GUID) が生成され、報告と共に送
信されます。GUID は、コンピュータを一意に識別するためにランダ
ムに生成された番号で、個人情報は含まれません。

情報の用途

マイクロソフトは、ソフトウェアのインストール体験を向上するため
に報告を使用します。マイクロソフトは、GUID を使用してこのデー
タをカスタマ エクスペリエンス向上プログラム (CEIP) で収集された
データと関連付けます。Windows
Vista を使用しているときに、この
プログラムに参加することを選択できます。この GUID を使用して、
マイクロソフトは受信するフィードバックの範囲やその重要度を区別
できます。たとえば、マイクロソフトは GUID を使用して、ある問題
が
100 回起こっているお客様と、同じ問題が 1 回だけ起こっているお
客様を区別できます。マイクロソフトは、個人を特定したり、お問い
合わせの目的で情報を使用することはありません。

詳細については、オンラインでマイクロソフト Web サイトの
マイク
ロソフト カスタマ エクスペリエンス向上プログラムのよくある質問
を参照してください。

選択および管理

Windows Vista のセットアップ中に、このプログラムに参加するかど
うかを選択できます。

ページのトップへ

インターネット印刷

この機能について

Windows Vista を実行しているコンピュータでインターネット印刷機
能を利用すると、HTTP (Hypertext Transfer Protocol) を使用して印刷
ジョブを送信することで、世界中のどこにあるプリンタでも使用する
ことができるようになります。

収集、処理、または送信される情報

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=52095
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この機能を使用して印刷を行う場合は、インターネット プリント サ
ーバーに接続して認証を受けておく必要があります。プリント サーバ
ーに送信する必要がある情報は、プリント サーバーがサポートするセ
キュリティのレベルに応じて異なります
(たとえば、ユーザー名とパ
スワードの入力を求められる場合があります)。接続が完了すると、利
用可能なプリンタの一覧が表示されます。選択したプリンタ用のプリ
ンタ ドライバがコンピュータにインストールされていない場合は、プ
リント サーバーからドライバをダウンロードすることができます。マ
イクロソフトがホストするプリント
サーバーを使用することを選択し
た場合、マイクロソフトは入力された情報を使用して個人を特定した
り、問い合わせたりすることはありません。

情報の用途

収集された情報により、リモート プリンタを使用して印刷することが
できます。サードパーティのプリント サーバーに情報を送信する場
合、情報の使用はサードパーティのプライバシーに関する規則によっ
て管理されます。

選択および管理

インターネット印刷は、コントロール パネルの [Windows の機能] の
詳細オプションを使用して有効または無効にすることができます。

ページのトップへ

IPv6 (Internet Protocol version 6) ネットワーク アドレス変換トラバ
ーサル

この機能について

IPv6 (Internet Protocol version 6) ネットワーク アドレス変換 (NAT)
トラバーサル サービスを使用すると、既存のホーム インターネット
ゲートウェイ サービスを IPv4 から IPv6
に移行できます。IPv6 によ
り、ピア ツー ピア アプリケーションによって頻繁に必要とされるエ
ンド ツー エンドの接続が可能になります。

収集、処理、または送信される情報

コンピュータを起動するたびに、NAT トラバーサル サービスはイン
ターネット経由でクエリを送信し、パブリック IPv6 インターネット
サービスを検出しようとします。IPv6 接続を必要とするプログラム
(Windows ミーティング
スペースなど) を使用したり、常に IPv6 接続



が有効になるようにファイアウォールを構成したりすると、既定で
は、標準的なドメイン ネーム サービス (DNS) 情報が定期的にマイク
ロソフトの IPv6 Web サービスに送信されます。その他の情報はマイ
クロソフトに送信されません。

情報の用途

このクエリでは、標準的な DNS 情報を送信し、コンピュータがイン
ターネットに接続されていて、パブリック IPv6 サービスを検出でき
るかどうかを判断します。

選択および管理

netsh コマンド ライン ツールを使用すると、サービスでインターネッ
トを通じて送信されるクエリを変更し、マイクロソフト以外のサーバ
ーを使用したり、この機能を無効にしたりすることができます。

ページのトップへ

ネットワーク位置認識サービス

この機能について

この機能は、コンピュータのドメイン ネーム サービス (DNS) サフィ
ックス、フォレスト名、コンピュータの接続先のネットワークのゲー
トウェイ アドレスなど、インターネットやイントラネットのネットワ
ーク接続情報を収集します。ネットワーク位置認識サービスの機能
は、適切に機能するための情報を必要としている可能性があるコンピ
ュータのアプリケーションでアプリケーション
プログラミング イン
ターフェイス (API) を通じて接続情報を利用できるようにします。

収集、処理、または送信される情報

この機能によって送信または保存される個人情報はありません。ネッ
トワーク接続プロファイルはレジストリに格納されます。ネットワー
ク接続プロファイルは、接続したすべてのネットワークの履歴と最後
に接続した日付/時刻を提供するネットワーク一覧サービスを含むこと
ができます。

情報の用途

情報はマイクロソフトに送信されませんが、ネットワーク接続情報を
必要とするコンピュータのアプリケーションで利用可能になります。



選択および管理

ネットワーク位置認識サービスとネットワーク一覧サービスは、既定
では有効になっています。管理者は、管理ツールのサービス スナップ
インにあるオプションを使用してこれらのサービスを無効にすること
ができます。これらのサービスを無効にすると一部の
Windows 機能
が正しく動作しなくなります。このため、無効にすることは推奨され
ません。

ページのトップへ

オンラインでのプリントの注文ウィザード

この機能について

オンラインでのプリントの注文ウィザードでは、コンピュータやネッ
トワーク ドライブに保存されているデジタル写真を、選択したオンラ
イン写真印刷サービスに送信することができます。サービスに応じ
て、写真を印刷して郵送してもらったり、プリントを近くの店舗で受
け取ることができます。

収集、処理、または送信される情報

オンライン写真印刷サービスを利用して注文する場合、選択したデジ
タル写真がインターネットを通じて選択したサービスに送信されま
す。サービスでイメージを表示してアップロードできるように、選択
したデジタル写真の完全なパスもサービスに送信されます。デジタル
写真ファイルには、写真が撮影された日付と時刻など、カメラでファ
イルに保存されたイメージに関するデータも含まれる場合がありま
す。ファイルには、デジタル写真管理アプリケーションや
Windows
Explorer を使用してファイルに関連付けられた個人情報 (タイトルな
ど) も含まれる場合があります。詳細については、後の「プロパテ
ィ」を参照してください。

情報の用途

カメラでデジタル写真ファイルに保存された情報は、写真の印刷処理
中にオンライン写真印刷サービスによって使用される場合がありま
す。たとえば、プリントの前に画像の色や鮮明度を調整する際に使用
されます。デジタル写真管理アプリケーションによって保存された情
報は、プリント
コピーの表面または裏面にタイトルとして印刷するた
めに使用される場合があります。使用するオンライン写真印刷サービ



スのプライバシーに関する声明を必ず確認し、データをどのように使
用するかを判断してください。

選択および管理

オンラインでのプリントの注文ウィザードを使用して、送信する写真
を選択したり、写真の印刷に使用するサービスを選択することができ
ます。一部の写真管理アプリケーションでは、印刷する写真を送信す
る前に、保存されている個人情報を削除できる場合があります。ま
た、ファイルのプロパティを編集して、保存されている個人情報を削
除できる場合もあります。ファイルのプロパティの表示または変更の
詳細については、Windows
ヘルプとサポートを参照してください。

ページのトップへ

保護者による制限

この機能について

この機能は、お子様のコンピュータの利用状況を保護者が監視および
制限するのに役立ちます。お子様の保護者は、お子様がプレイできる
ゲーム、表示できる Web サイトや Web コンテンツ、コンピュータを
使用できる時間帯、および実行できるアプリケーションに制限を設け
ることができます。また、お子様によるコンピュータの使用状況、保
護者による制限機能で制限されている行為、およびこれらの制限の変
更状況についてのログを記録することができます。この機能を適切に
利用するためにも、ご両親のみがコンピュータの管理者となり、お子
様には管理者特権を与えないようにしてください。

収集、処理、または送信される情報

制限または監視するサイトや操作を決定する保護者による制限の設定
はローカルに保存されます。ログはローカルに保存され、ログの内容
には、お子様が行った操作に関する情報や、お子様に対する保護者に
よる制限設定の変更状況に関する情報が含まれます。

ブラウズする Web に制限を設けている場合は、アクセスしようとし
ている URL が管理者の作成するローカルの許可リストまたは禁止リス
トに登録されているものかどうかがチェックされます。URL がいずれ
のリストにも登録されていない場合は、URL
はマイクロソフトの Web
コンテンツ フィルタ サービスに送信され、Web サイトのコンテンツ
の種類が判定されます (可能な場合)。



情報の用途

URL は、ローカルの許可リストや禁止リストにないサイトについて適
切なレーティングを決定して、必要に応じてサイトをブロックするた
めに使用されます。また、URL はレーティング サービスの解析と向上
のためにも使用されます。プライバシーを保護するために、ユーザー
や要求を送信したコンピュータに関する情報と共にこれらの
URL が保
存されることはありません。サイトがブロックされるかどうかは、マ
イクロソフトの Web コンテンツ フィルタ サービスから返された情報
に基づいてユーザー側で決定され、保護者による制限の設定はユーザ
ー側に保存されます。マイクロソフトは、保護者による制限機能で収
集または転送された情報を使用して、個人を特定したり、お問い合わ
せの目的で情報を使用することはありません。

選択および管理

保護者による制限を使用して、管理者特権を持たないユーザーのみを
監視することができます。管理者を監視することはできません。ま
た、管理者には設定やログに対するフル コントロールが与えられてい
ます。保護者による制限は既定で無効になっています。この機能を有
効にできるのは管理者のみです。他のユーザーは、管理者から適用さ
れた設定を確認することしかできません。監視または制限されている
お子様は、アカウントに対して保護者による制限が有効になっている
ことがアイコン付きで通知領域に示されます。

ページのトップへ

ピア名解決サービス

この機能について

ピア名解決サービスでは、アプリケーションとサービスはリモート ア
プリケーションやサービスの登録および検索を行うことができます。
次に、関連付けられた IP アドレスを取得して、インターネットやネ
ットワーク経由で互いに通信することができます。ピア名は、一意の
英数字のセットです
(25028246da822ce8ba9a8135552e7a1bcaa50db6
など)。

収集、処理、または送信される情報

PNRP (Peer Name Resolution Protocol) を使用してピア名を公開する
と、ピア名解決サービスはピア名のハッシュを公開し、ユーザーの IP



アドレスと関連付けます。実行しているアプリケーションがピア名を
公開すると、ピア名解決サービスを実行しているコンピュータは公開
されたピア名を検索して、IP
アドレスを取得します。次に、このコン
ピュータはインターネットやネットワークを経由してユーザーのコン
ピュータに接続して通信を行います。

情報の用途

PNRP 情報は、他のコンピュータがユーザーのコンピュータを確認し
て直接通信を行うために使用され、サービスやアプリケーションのピ
ア ツー ピア接続を可能にします。この情報はマイクロソフト サーバ
ーに登録されます。これにより、ユーザーのコンピュータはローカル
サブネットの外部にある他の PNRP クライアントとインターネット経
由で通信を行うことができます。この情報は、他の PNRP 情報により
定期的に上書きされます。マイクロソフトは、個人を特定したり、問
い合わせたりするためにこの情報を使用することはありません。

選択および管理

既定では、ピア名解決サービスは有効ですが、アプリケーションでこ
のサービスを使用する必要があるときまで実行されません。ユーザー
のコンピュータでピア名が公開または解決されるのを許可したり、禁
止したりするために、管理者は [コントロール
パネル] の [システムと
メンテナンス] にある管理ツールの [サービス] を使用して PNRP
(Peer Name Resolution Protocol) を有効または無効にすることができ
ます。ただし、このサービスを無効にすると、Windows
ミーティング
スペースなどの一部の機能を使用できなくなる可能性があります。管
理ツールの詳細については、Windows ヘルプとサポートを参照してく
ださい。

ページのトップへ

プラグ アンド プレイ

この機能について

Windows プラグ アンド プレイは、ハードウェア デバイスをコンピュ
ータにインストールするのを容易にします。プラグ アンド プレイ デ
バイスを差し込むと、Windows は互換性のあるドライバのインストー
ル、コンピュータの更新によるデバイスの認識、コンピュータでデバ
イスが動作するために必要なシステム
リソースの割り当てを自動的に
実行します。プラグ アンド プレイ デバイスをインストールした後



は、デバイスを使用するときにユーザーが情報を入力しなくてもドラ
イバの構成と読み込みが動的に行われます。

収集、処理、または送信される情報

プラグ アンド プレイ デバイスをインストールする際、Windows
Update クライアントによってオンラインの Windows Update サービ
スが呼び出され、デバイス ドライバの検索とダウンロードが行われま
す。コンピュータと
Windows Update との通信はすべて Windows
Update クライアントによって処理されます。Windows Update で収集
される情報および用途の詳細については、
Windows Update のプライ
バシーに関する声明を参照してください。

情報の用途

プラグ アンド プレイ機能は、プラグ アンド プレイ デバイスを検出
および管理し、ハードウェア リソース要件の決定、適切なデバイス
ドライバの検索、ドライバの読み込みと読み込み解除、電源管理に関
連したデバイスの処理の停止と開始などのタスクを実行します。プラ
グ
アンド プレイ デバイスをインストールするときに、オンラインの
Windows Update サービスに送信される情報は適切なデバイス ドライ
バのダウンロードとインストールのために使用されます。

選択および管理

プラグ アンド プレイは既定で有効になっています。信頼性の問題が
発生しないようにするために、プラグ アンド プレイを無効にするこ
とはできません。ただし、管理者はドライバの検索先を決定したり、
ユーザーやコンピュータが Windows
Update に自動的にアクセスしな
いようにすることができます。

ページのトップへ

プラグ アンド プレイ拡張機能

この機能について

PnP-X (プラグ アンド プレイ拡張機能) は、コンピュータに直接接続
されたデバイスのプラグ アンド プレイと同じ機能を、ネットワーク
に接続されたデバイスで利用できるようにします。また、ローカル ネ
ットワーク (サブネット)
上のデバイスを検出してそのデバイスに接続
したり、PnP-X 対応のデバイスのプレゼンスをサブネットにブロード
キャストすることもできます。PnP-X 対応デバイスをインストールし
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た後は、デバイスを使用するときにユーザーが情報を入力しなくても
ドライバの構成と読み込みが動的に行われます。

収集、処理、または送信される情報

PnP-X 対応のデバイスは、デバイスの IP アドレスや一意な識別子な
どのデータをサブネット経由でブロードキャストし、自身のプレゼン
スをサブネットにアドバタイズします。PnP-X は、ネットワーク ドラ
イブや重要な個人情報を含むデジタル
カメラなど、さまざまなデバイ
スをサポートすることに注意してください。また、PnP-X 対応デバイ
スをインストールするときに、Windows Update クライアントによっ
てオンラインの Windows Update サービスが呼び出され、デバイス
ド
ライバの検索とダウンロードが行われます。コンピュータと Windows
Update との通信はすべて Windows Update クライアントによって処
理されます。Windows Update で収集される情報および用途の詳細に
ついては、
Windows Update のプライバシーに関する声明を参照して
ください。

情報の用途

PnP-X 対応のデバイスをインストールするときに、オンラインの
Windows Update サービスに送信される情報は適切なデバイス ドライ
バのダウンロードとインストールのために使用されます。サブネット
経由で送信される情報はデバイスを識別するために使用されます。ま
た、デバイスが持つ機能を利用するためにも使用されます。

選択および管理

管理者は、ドライバの検索先を指定したり、ユーザーやコンピュータ
が Windows Update に自動的にアクセスしないようにすることができ
ます。PnP-X を無効にしたり、ネットワークにアクセスした PnP-X 対
応デバイスから送信される情報を制御する機能はありません。PnP-X
対応デバイスをネットワークに接続する前に、ネットワークが安全で
あることを確認してください。たとえば、ケーブル モデムを使用して
インターネットに接続している場合は、ルーターを設置してネットワ
ーク範囲をネットワーク上の他のユーザーのネットワーク範囲と分離
することを検討してください。また、ワイヤレス
ネットワークを使用
している場合は、Wired Equivalent Privacy (WEP) や Wi-Fi Protected
Access (WPA) などの認証サービスを有効にしてください。ワイヤレス
ネットワークのセキュリティによる保護の詳細については、Windows
ヘルプとサポートを参照してください。

http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=50142
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ページのトップへ

プログラム互換性アシスタント

この機能について

ユーザーが実行しようとしているプログラムで非互換性エラーが検出
された場合は、プログラム互換性アシスタントが互換性の問題の解決
を支援します。この機能が支援できるプログラムは次の 2 種類です。

既知の非互換プログラム : プログラムが Windows Vista に付属
する既知の非互換プログラムのリストに含まれる場合は、プロ
グラム互換性アシスタントが開始されます。重大な問題の原因
となることがわかっているプログラムはブロックされます。そ
れ以外の場合には、プログラム互換性アシスタントは非互換性
の問題に関する警告を出し、ユーザーがプログラムの実行を選
択できるようにします。いずれの場合も、プログラム互換性ア
シスタントでは、問題の情報や解決策をオンラインで調べるこ
とができます。

非互換性を示す障害が発生するプログラム : 互換性のないプロ
グラムに典型的な状況で障害が発生するプログラムの場合は、
プログラム互換性アシスタントが開始し、推奨される互換性の
ある設定で再びプログラムを実行するオプションを、ユーザー
に提供します。たとえば、Windows
XP 互換モードを必要とする
プログラムをインストールしようとすると、プログラム互換性
アシスタントが開始します。

収集、処理、または送信される情報

プログラム互換性アシスタントは、Microsoft エラー報告サービスと連
携して、非互換性エラーをマイクロソフトに報告します。プログラム
名、必要な互換設定、プログラムに関するユーザーのアクションなど
の情報を含むエラー レポートが生成される場合があります。ユーザー
が既知の非互換プログラムのリストにあるプログラムを開始しようと
した場合は、解決策をオンラインで調べるオプションをユーザーが選
択した場合にのみ、エラー
レポートが作成されます。非互換性を示す
障害がプログラムで発生した場合は、エラー レポートが直ちに生成さ
れます。解決策を調べることができるよう自動的に問題を報告するこ
とについて以前に同意していない場合には、ユーザーはエラー レポー
トを送信するかどうかの指定を求められます。マイクロソフトは、個



人を特定したり、お問い合わせの目的で情報を使用することはありま
せん。

Windows のエラー レポートとユーザーのプライバシーに関する詳細
については、
Microsoft エラー報告サービスのプライバシーに関する
声明を参照してください。

情報の用途

エラー レポートは、プログラムに関して報告された問題に対する回答
をユーザーに提供するために使用されます。回答には、可能な場合に
はプログラムのベンダの Web サイトに対するリンクが含まれ、可能
な解決策についてさらに詳しく知ることができます。プログラムの障
害によって作成されるエラー
レポートは、このバージョンの
Windows で実行したプログラムでアプリケーションの互換性に関する
問題が発生した場合に調整する必要のある設定を判別するために使用
されます。

選択および管理

プログラム互換性アシスタントを使用して互換性エラーをマイクロソ
フトに報告するかどうかは、ユーザーが選択できます。管理者は、グ
ループ ポリシーを使用することで、プログラム互換性アシスタントま
たは Windows のエラー報告を無効にして、データがマイクロソフト
に送信されないようにすることができます。

ページのトップへ

プログラムのプロパティ - [互換性] タブ

この機能について

アプリケーションに互換性の問題がある場合は、[互換性] タブを使用
してプログラムの設定を調節し、このバージョンの Windows でプロ
グラムが正常に実行するよう試してみることができます。

収集、処理、または送信される情報

[互換性] タブを使用して互換設定を適用すると、プログラム名および
使用された互換設定を含む Windows エラー レポートが生成されま
す。解決策を調べることができるよう自動的に問題を報告することに
ついて以前に同意していない場合には、ユーザーはエラー
レポートを
送信するかどうかの指定を求められます。マイクロソフトは、個人を
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特定したり、お問い合わせの目的で情報を使用することはありませ
ん。

Windows のエラー レポートとユーザーのプライバシーに関する詳細
については、
Microsoft エラー報告サービスのプライバシーに関する
声明を参照してください。[互換性] タブの詳細については、Windows
ヘルプとサポートのトピック「このバージョンの Windows で古いプ
ログラムを実行する方法」を参照してください。

情報の用途

[互換性] タブによってマイクロソフトに送信される情報は、このバー
ジョンの Windows で実行したプログラムでアプリケーションの互換
性に関する問題が発生した場合に調整する必要のある設定を判別する
ために使用されます。

選択および管理

管理者は、グループ ポリシーを使用することで、[プログラムの互換
性] タブを無効にしたり、Windows エラー報告の設定を構成したりし
て、データがマイクロソフトに送信されないようにすることができま
す。

ページのトップへ

プログラム互換性ウィザード

この機能について

アプリケーションに互換性の問題がある場合は、このウィザードを使
用してプログラムの動作方法を調節し、このバージョンの Windows
でプログラムが正常に実行するよう試してみることができます。

収集、処理、または送信される情報

ユーザーが送信することを選択した場合は、プログラム互換性ウィザ
ードの実行結果が、Windows エラー レポートとしてマイクロソフト
に送信されます。レポートには、設定やインストールしているアプリ
ケーションで発生した問題の情報が含まれます。マイクロソフトは、
個人を特定したり、お問い合わせの目的で情報を使用することはあり
ません。

Windows のエラー レポートとユーザーのプライバシーに関する詳細
については、
Microsoft エラー報告サービスのプライバシーに関する

http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=50293
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声明を参照してください。[互換性] タブの詳細については、Windows
ヘルプとサポートのトピック「このバージョンの Windows で古いプ
ログラムを実行する方法」を参照してください。

情報の用途

プログラム互換性ウィザードによってマイクロソフトに送信される情
報は、このバージョンの Windows で実行したプログラムでアプリケ
ーションの互換性に関する問題が発生した場合に調整する必要のある
設定を判別するために使用されます。

選択および管理

ユーザーは、情報をマイクロソフトに送信するかどうかの指定を求め
られます。管理者は、グループ ポリシーを使用することで、プログラ
ム互換性ウィザードを無効にしたり、マイクロソフトへのデータの送
信を回避したりすることができます。

ページのトップへ

プロパティ

この機能について

プロパティは、ファイルの迅速な検索と編成を可能にする情報のセッ
トです。また、アプリケーションでは、プロパティを使用することで
アプリケーション固有のタスク (写真の露出の補正など) を実行できま
す。プロパティには、ファイルに固有のもの
(ファイルのサイズなど)
と、アプリケーションやデバイスなどに固有のもの (写真を撮影する
ときのカメラの設定など) があります。ファイルに対するプロパティ
を表示し、一部のプロパティについては、設定する情報を選択するこ
とができます。たとえば、ファイルをだれかと共有する前には、キー
ワードやコメントを変更または削除した方が良い場合もあります。

収集、処理、または送信される情報

収集される情報の種類は、ファイルの種類と、ファイルを使用するア
プリケーションによって異なります。プロパティには、ファイル名、
更新日時、ファイルのサイズ、作成者、キーワード、コメントなどが
あります。プロパティはファイルに格納されており、ファイル共有な
どの別の場所にファイルを移動またはコピーする場合、またはファイ
ルを電子メールの添付ファイルとして送信する場合は、ファイルと共
に移動されます。

http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=50293


情報の用途

プロパティを利用すると、ファイルの検索と整理を効率的に行うこと
ができます。また、アプリケーションでは、プロパティを使用するこ
とでアプリケーション固有のタスクを実行できます (写真の露出の補
正など)。ファイルを Microsoft
に送信することをユーザーが選択しな
い限り、プロパティがマイクロソフトに送信されることはありませ
ん。

選択および管理

ファイルに対するプロパティの一部は、Windows エクスプローラのプ
レビュー ウィンドウを使用して、またはファイルを右クリックして [
プロパティ] を選択することで、変更または削除できます。変更日、
ファイル
サイズ、ファイル名などの一部の組み込みプロパティおよび
一部のアプリケーション固有のプロパティは、この方法では削除でき
ません。アプリケーション固有のプロパティの場合は、ファイルの生
成に使用したプログラムがこれらの機能をサポートしている場合にの
み、プロパティを変更または削除できます。プロパティの変更または
削除に関する詳細については、Windows
ヘルプとサポートを参照して
ください。

ページのトップへ

登録

この機能について

Windows Vista ソフトウェアの登録は任意であり、いつでも行うこと
ができます。登録することで、Windows Vista を最大限に活用するの
に役立つヒント、クリエイティブなヒント、およびその他の情報を入
手できます。

収集、処理、または送信される情報

登録処理を完了するには、氏名、電子メール アドレス、国または地域
など、ユーザー自身に関するいくつかの情報を提供していただく必要
があります。さらに、実行している Windows のバージョン、コンピ
ュータ ハードウェアの種類、プロダクト
キーの一部など、ユーザー
のコンピュータに関するいくつかの情報が自動的に送信されます。

情報の用途



収集された情報は、ユーザーのニーズについてよりよく理解
し、Windows Vista に関する情報をユーザーに提供するために使用さ
れます。部分的なプロダクト キーの情報は、コンピュータの製造元お
よびコンピュータが購入された経路を識別するために使用されます。
ユーザーのコンピュータを一意に識別するためにプロダクト
キーの一
部が使用されることはありません。登録の更新方法など、登録情報の
プライバシーに関する詳細については、マイクロソフトの Web サイ
トで
Microsoft オンライン プライバシーに関する声明 をお読みくださ
い。

選択および管理

Windows Vista のオンライン登録には、コントロール パネルの [シス
テムとメンテナンス] の [ウェルカム センター] からアクセスできま
す。登録情報を更新するには、マイクロソフトの Web サイトの
Microsoft オンライン プライバシーに関する声明 で提供されている、
ユーザーのプロファイルの更新方法の説明に従ってください。

ページのトップへ

Rights Management Services (RMS) クライアント

この機能について

Rights Management Services (RMS) クライアント ソフトウェア
は、RMS 対応アプリケーションで動作する情報保護テクノロジで、オ
ンライン/オフライン、ファイアウォールの内部/外部を問わず、認証
されていないユーザーによってデジタル情報が使用されることを防止
します。RMS
を使用すると、情報の受け取り手に許可するファイルに
含まれる情報の使用条件を定義することができます。たとえば、情報
の閲覧、更新、印刷、転送、またはファイルに関するその他の操作を
実行できるユーザーを定義することができます。アクセス許可が制限
されたファイルを作成または表示するには、コンピュータが
RMS 対
応アプリケーションを実行していることと、RMS サーバーへのアクセ
ス権が与えられていることが必要です。

収集、処理、または送信される情報

RMS は、ユーザーの電子メール アドレスを使用してユーザーを識別
します。ユーザーの電子メール アドレスは、RMS によって作成され
た使用ライセンスと証明書があるユーザー自身のコンピュータに保存
されます。証明書と使用ライセンスは、RMS
サーバーとコンピュータ
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の間で送信されます。ユーザーのコンピュータがエンタープライズ環
境またはネットワーク環境の一部である場合、RMS サーバーは、通
常、企業によって所有され、企業内に置かれています。Windows Live
サービスを使用している場合は、サーバーはマイクロソフトの
RMS
サーバーになります。ユーザーの電子メール アドレスも、RMS サー
バーに保存されます。マイクロソフトの RMS サーバーへの情報の送
信には、Secure Socket Layer (SSL) プロトコルが使用されます。

情報の用途

使用ライセンスは、保護された情報にアクセスするために利用されま
す。証明書は、RMS サーバーでユーザーを識別するために使用され、
情報の保護および保護された情報へのアクセスに利用されます。

選択および管理

RMS クライアント機能は既定では有効でなく、ユーザーはこの機能を
有効にしなくても、または使用しなくてもかまいません。ただし、こ
の機能を有効にしないと、アクセス許可が制限されたファイルを開く
ことはできません。

ページのトップへ

音声認識機能

この機能について

Microsoft Speech Recognizer for Windows は、Windows と任意のアプ
リケーションに音声認識機能を提供します。Microsoft Speech
Recognizer による音声認識機能は、学習機能を有効にすることで、精
度が向上していきます。学習機能は、ユーザーが好んで使用するサウ
ンドや語句、単語の相対的な使用頻度、文法の使い方など、ユーザー
の会話方法を学習することで、音声認識の精度を高めます。

Microsoft Speech Recognizer は、ユーザー辞書も使用します。ユーザ
ー辞書には、語句とその発音の一覧が含まれます。音声辞書を使用し
て新しい語句を追加したり、新しい発音を既存の語句に追加したりす
ると、エントリがユーザー辞書に保存されます。Tablet
PC ユーザー
の場合は、手書き認識用に追加する語句もユーザー辞書に登録されま
す。

収集、処理、または送信される情報



学習機能が有効になっていると、作成したドキュメント内のテキスト
が収集され、通常、3 語に区切られて保存されます。この際、音声入
力中に行った修正内容も一緒に保存されます。さらに音声辞書を使用
して、特定の語句をユーザー辞書に追加できます。

この情報は、個人の音声プロファイルに保存されます。音声プロファ
イルはユーザー別に保存され、ユーザーが同じコンピュータ上の他の
ユーザーのプロファイルにアクセスすることはできません。管理者
は、コンピュータ上のすべてのプロファイルにアクセスできます。こ
の情報は、マイクロソフトには送信されません。

情報の用途

Microsoft Speech Recognizer は、ディクテーション中にユーザー辞書
の語句を使用します。さらに、ユーザーが作成したテキストを解析す
ることでユーザーの話し方を学習します。また、音声の入力中に行わ
れた修正内容を解析し、その解析結果を基にユーザーが使用する言葉
に対する重み付けを決定します。これにより、音声認識の精度が高ま
ります。

選択および管理

すべてのユーザーは、音声認識機能の学習機能を有効または無効にす
ることができます。さらに、コントロール パネルの [コンピュータの
簡単操作] にある詳細な音声認識オプションを使用することで、音声
プロファイル (および大部分の学習機能データ)
を削除することができ
ます。音声辞書の [ 既存の単語の変更 ] オプションを使用して、ユー
ザー辞書に追加した語句を削除することもできます。音声プロファイ
ルを削除しても、ユーザー辞書は削除されません。ユーザー
プロファ
イルを他のコンピュータで使用する場合、追加してあるユーザー固有
の単語は、削除していない限り、他のコンピュータに格納できます。

ページのトップへ

トラステッド プラットフォーム モジュール (TPM) サービス

この機能について

トラステッド プラットフォーム モジュール (TPM) セキュリティ ハー
ドウェアはコンピュータに組み込まれたマイクロチップで、初期化す
ることにより BitLocker™ ドライブ暗号化などの高度なセキュリティ
機能を利用することができます。



トラステッド プラットフォーム モジュールでは、Version 1.2 の TPM
を使用するセキュリティ機能用のソフトウェア コンポーネントのセッ
トが提供されます。トラステッド プラットフォーム モジュールに
は、TPM の初期化と管理用のツール、ドライバ、およびアプリケーシ
ョンで
TPM の使用を共有するためのソフトウェア レイヤが含まれま
す。

収集、処理、または送信される情報

トラステッド プラットフォーム モジュールには TPM 初期化機能が含
まれ、TPM を有効にしたり所有者を作成したりするのに役立ちます。
初期化処理では、TPM の所有者パスワードを作成するように要求され
ます。コンピュータの TPM
を使用するには、TPM 所有者パスワード
を作成する必要があります。TPM 所有者のパスワードを用意すること
により、TPM の管理機能へのアクセスを制限することができま
す。TPM 所有者のパスワードを保存しておくことで、TPM
へのアクセ
スを容易に管理できます。

TPM 初期化ウィザードを使用すると、TPM 所有者のパスワードを印刷
したり、USB フラッシュ ドライブ上のファイルにそのパスワードを保
存することができます。保存したファイルには、TPM 所有者のパスワ
ードから生成された TPM
所有者の承認情報が含まれます。このファ
イルには、コンピュータ名、オペレーティング システムのバージョ
ン、作成者、および作成日の情報も含まれています。これらの情報は
ファイルを確認する際に役立ちます。企業環境では、管理者は、グル
ープ
ポリシーを構成することで、この TPM 所有者の情報を Active
Directory ドメイン サービスに自動的に保存することができます。

各 TPM には暗号化された固有の "承認キー" があり、このキーは信頼
性を識別するために使用されます。承認キーの作成と TPM での保存
はコンピュータの製造元によって行われる場合がありますが、それ以
外の場合は、Windows
によって TPM 内での承認キーの作成がトリガ
される必要があります。承認キーは、TPM の外部には決して完全に公
開されることがなく、いったん作成されるとリセットできません。

TPM を初期化すると、アプリケーションは TPM を使用して一意な暗
号化キーを追加作成し、このキーをセキュリティで保護することがで
きます。たとえば、BitLocker ドライブ暗号化は、TPM を使用してハ
ード ドライブを暗号化するキーの保護を支援します。

情報の用途



TPM 所有者のパスワードをファイルに保存した場合は、このファイル
に保存されているコンピュータおよびユーザーに関する追加情報が、
一致するコンピュータおよび TPM の識別に役立ちます。TPM の承認
キーは、TPM に送信される
TPM 所有者のパスワードを暗号化するた
めに、TPM の初期化中にのみ Windows によって使用されます。暗号
化キーが外部のコンピュータに送信されることはありません。

選択および管理

コンピュータの TPM を初期化した後、管理者はコマンド管理機能を
利用して、選択した TPM 機能へのアクセスを制限することができま
す。既定では、個人情報を明らかにする TPM コマンドや、以前のバ
ージョンのハードウェアから削除された
TPM コマンド、あるいは現
在では使用していない TPM コマンドをブロックします。管理者は、
このブロック リストを変更することができます。

ユーザーは TPM をいつでも無効にすることができます。TPM をオフ
にすると、コンピュータ上のソフトウェアでは TPM の暗号化機能を
使用できなくなります。また、TPM をクリアして工場出荷時の状態に
戻すことができます。TPM
をクリアすると、所有者情報や、TPM の使
用中にアプリケーションが作成した、承認キーを除くすべての TPM
ベースのキーや暗号化データが削除されます。

ページのトップへ

ルート証明書の更新

この機能について

直接信頼されていない証明機関から発行された証明書 (コンピュータ
にある信頼される証明書の一覧に格納されていない証明書) をアプリ
ケーションが受け取った場合、ルート証明書の更新機能はオンライン
の Windows Update サービスに問い合わせを行い、信頼された機関の
一覧にこの証明機関が登録されているかどうかを確認します。マイク
ロソフトの信頼された機関の一覧に証明機関が登録されている場合、
その証明書は自動的にコンピュータの信頼された証明書の一覧
(証明
書ストア) に追加されます。

収集、処理、または送信される情報

ルート証明書の更新は、オンライン Windows Update サービスに要求
を送信して、Microsoft ルート証明書プログラムにある最新のルート証



明機関の一覧を要求します。信頼されていない証明書が一覧に登録さ
れている場合、Windows
Update から該当する証明書を取得し、コン
ピュータの信頼された証明書ストアに配置します。マイクロソフト
は、このプロセスの間に転送された情報を使用して、ユーザーを識別
したり、ユーザーに連絡したりすることはありません。

Windows Update およびプライバシーに関する詳細については、
Windows Update のプライバシーに関する声明を参照してください。

情報の用途

情報は、コンピュータの信頼された証明書ストアを更新するためにマ
イクロソフトによって使用されます。

選択および管理

ルート証明書の更新は、既定では有効になっています。コンピュータ
でルート証明書の更新を無効にする方法については、Microsoft
TechNet Web サイトの
Windows Vista でのインターネットによる通信
の管理に関する記事 (英語の可能性あり) を参照してください。

その他の情報

直接信頼されていない証明機関から発行された証明書を受け取った
際、ルート証明書の更新コンポーネントがコンピュータにインストー
ルされていないと、認証に必要な操作を完了することはできません。
たとえば、ソフトウェアのインストール、暗号化またはデジタル署名
された電子メール
メッセージの表示、ブラウザを使用した Secure
Socket Layer (SSL) セッションの処理などは実行できません。

ページのトップへ

UPnP テクノロジ

この機能について

UPnP テクノロジは、ネットワーク デバイスに対するピア ツー ピア
デバイス制御を実現します。UPnP テクノロジを利用すると、標準ベ
ースのプロトコルを介してデバイスやサービスを検出および制御する
ことができます。

収集、処理、または送信される情報

検出プロセスにおいて各機能から提供された IP アドレスを使用する
 UPnP 

http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=50142
http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=50142
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=77931
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=77931
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=77931


と、コンピュータは デバイスからステータスの変更を含む情報
を受信することができます。UPnP デバイスから URL (Uniform
Resource
Locator) が提供されている場合は、ブラウザを使用して製造
元から提供されている制御機能、情報、またはデバイス固有の機能に
アクセスすることができます。

情報の用途

交換される情報には、デバイスとそのサービスに関する基本的な情報
や、デバイスの製造元、モデル、シリアル番号などの情報を収集する
ために使用できる URL が含まれます。この情報には、デバイスとサー
ビスの一覧や、機能にアクセスするための
URL を含めることができま
す。

選択および管理

ネットワーク上の UPnP デバイスの検出を許可または禁止するに
は、Windows の SSDP (Simple Service Discovery Protocol) ディスカバ
リ サービスを有効または無効にします。UPnP
デバイスによるネット
ワーク通信を許可する前に、ネットワークの安全性を確認することを
お勧めします。たとえば、ケーブル モデムを使用してインターネット
に接続している場合は、ルーターを設置してネットワーク範囲を他と
分離することを検討してください。また、ワイヤレス
ネットワークを
使用している場合は、Wired Equivalent Privacy (WEP) や Wi-Fi
Protected Access (WPA) などのセキュリティで保護されたサービスを
有効にしてください。ワイヤレス
ネットワークのセキュリティによる
保護の詳細については、Windows ヘルプとサポートを参照してくださ
い。

ページのトップへ

Windows Anytime Upgrade

この機能について

Windows Anytime Upgrade を使用すると、必要なアップグレードを購
入できるパートナーの Web サイトにアクセスして、お使いのバージ
ョンの Windows Vista を簡単にアップグレードできます。

収集、処理、または送信される情報

Windows Anytime Upgrade を使用すると、Microsoft の Web サイトに
移動します。ご使用になっている Windows Vista のエディションと国



または地域コード、希望するアップグレード後のバージョン、現在の
オペレーティング
システムを購入したベンダ、アップグレード要求を
送る先のパートナーなど、いくつかの追加情報も送信されます。

情報の用途

情報は、ユーザーとパートナーを結び付け、ユーザーのコンピュータ
を正しいバージョンの Windows にアップグレードできるようにする
ために使用されます。情報は、最初にマイクロソフトのサーバーに送
信されて監査のために使用された後、適切なパートナーに転送されま
す。

選択および管理

いつでもアップグレードを開始できます。また、評価と購入のプロセ
スはいつでも取り消すことができます。管理者は、グループ ポリシー
を使って、Windows Anytime Upgrade を無効にできます。

Windows Anytime Upgrade の詳細については、Windows ヘルプとサ
ポートを参照してください。

ページのトップへ

Windows カレンダー

この機能について

Windows カレンダーを利用すると、予定や仕事を簡単に管理したり、
作成した予定表を公開して他のユーザーと共有することができます。

収集、処理、または送信される情報

カレンダーで入力した情報は、お使いのコンピュータにローカルに保
管されます。カレンダーの公開を選択した場合は、ユーザーが選択し
たホスト サーバーに情報がエクスポートされ、ホスト サーバーのカ
レンダーを購読するすべてのユーザーがその情報を利用できるように
なります。購読者は、カレンダーを公開したユーザーの予定の概要情
報
(またはタイトル) を見ることができます。公開者は、予定表のメ
モ、イベントのタイトル、アラーム、仕事などの他の情報を共有する
ように選択できます。予定表の情報を更新すると、設定に従って更新
内容が購読者に送信されます。

情報の用途



カレンダーは、予定や仕事の追跡に役立ちます。カレンダー情報を公
開すると、他のユーザーも同じことができるようになります。カレン
ダーを公開する場合は、他のユーザーに見られたくない個人情報を予
定表に入力しないことをお勧めします。

選択および管理

ユーザーは、予定表のメモ、イベント タイトル、アラーム、または仕
事を公開するかどうかを予定表ごとに選択することができます。予定
表を公開すると、購読者との間で予定表の更新情報を自動的に同期す
るかどうかを選択できます。パスワードで保護し、信頼できる友人や
家族だけがアクセスおよび表示できるように購読者を制限した上で、
予定表を公開することもできます。公開した予定表は、ユーザー自身
がいつでもホスト
サーバーから削除できます。公開された予定表をホ
ストするサーバーの所有者が契約先の ISP (Internet Service Provider)
またはその他のサード パーティであることも考えられます。サードパ
ーティに情報を送信する場合、情報の使用はサードパーティのプライ
バシーに関する規則によって管理されます。

ページのトップへ

Windows グループ作業ツール テクノロジ

近くの人との接続
この機能について

"近くの人との接続" のサービスを使用すると、コンピュータを使用し
ているローカル ネットワーク (サブネット) 上で近くにいるユーザー
を識別し、Windows ミーティング スペースなどのプログラムに対す
る招待をこれらのユーザーから送ってもらえるようにすることができ
ます。招待してもらえるのは、こちらのコンピュータにインストール
されているプログラムについてのみです。"近くの人との接続"
を使用
するには、サービスにサインインする必要があります。

収集、処理、または送信される情報

既定では、"近くの人との接続" 表示名、コンピュータ名、および IP
アドレスが、ローカル ネットワーク上のすべてのユーザーに公開され
ます。選択した場合は、ユーザー アカウント画像 ([スタート] メニュ
ーに表示される画像)
も公開されます。"近くの人との接続" を使用す
るプログラムでは、他のユーザーが表示できる追加情報を公開する場
合があります。



情報の用途

この情報がマイクロソフトに送信されて使用されることはありませ
ん。情報を表示できるのは、ローカル ネットワーク (サブネット) 上
のユーザーのみです。

選択および管理

ログオン時に "近くの人との接続" に自動的にサインインして使用でき
るようにするか、またはサービスを使用したいときにその都度サイン
インするかを選択できます。また、"近くの人との接続" の表示名およ
びユーザー
アカウント画像も選択できます。

Windows ミーティング スペース
この機能について

Windows ミーティング スペースを利用すると、会議室にいるユーザ
ーとの共同作業やインターネットを介しての共同作業を効果的に行う
ことができます。この機能を利用することで、ファイルの共有、他の
ユーザーへのデスクトップやアプリケーションのストリーム処理、お
よび会議への出席者の管理を行うことができます。また、ワイヤレス
ネットワークを作成すれば、時間と場所を選ばずに共同作業を行うこ
とができます。

収集、処理、または送信される情報

Windows ミーティング スペース セッションの間は、"近くの人との接
続" 表示名、IP アドレス、およびコンピュータ名と、ユーザー タイル
(通常は Windows の [スタート] 画面に表示される画像)
がすべての参
加者に公開されます。

情報の用途

ユーザーの情報は、他の Windows ミーティング スペースの参加者が
ユーザーを識別するために使用されます。この情報を表示できるの
は、Windows ミーティング スペースの参加者のみです。この情報が
マイクロソフトに送信されて使用されることはありません。

選択および管理

ユーザーは参加したい会議を選択できます。また、"近くの人との接
続" 表示名、ユーザー タイル、および他の参加者と共有するファイル
を選択することもできます。ユーザー タイルについては、"近くの人
との接続"
の [個人用の設定] ダイアログ ボックスでオプションを選択



解除することにより、他のユーザーと共有されないように設定できま
す。自分が参加している各 Windows ミーティング スペース セッショ
ンへの他の参加者についての通知を受け取ります。

ページのトップへ

Windows コントロール パネル

この機能について

コントロール パネルには、検索ボックスが用意されています。これを
使用すると、コントロール パネルに含まれる多くのタスクの中から自
分が目的としているタスクを簡単に見つけ出すことができます。

収集、処理、または送信される情報

コントロール パネルの検索結果の改善を選択した場合は、検索ボック
スに入力したクエリがマイクロソフトに送信されます。マイクロソフ
トは、個人を特定したり、お問い合わせの目的で情報を使用すること
はありません。クエリがマイクロソフトに送信されるのは、コントロ
ール
パネルの検索ボックスから入力した場合だけです。検索ボックス
の他の実装からクエリが送信されることはありません。

情報の用途

送信される情報は、コントロール パネルに含まれるタスクに関するよ
り正確なキーワードをユーザーに提供するために使用されます。

選択および管理

Windows が既定でマイクロソフトにクエリ情報を送信することはあり
ません。意向をたずねられたときに情報の送信を承認することで、コ
ントロール パネルの検索ボックスのクエリをマイクロソフトに送信す
ることを選択できます。検索を実行するときに、コントロール
パネル
で提供されているオプションを使用することで、いつでもクエリの送
信を停止できます。

ページのトップへ

Windows ヘルプ

Windows オンラインのヘルプとサポート
この機能について



この機能を有効にして使用すると、インターネットに接続されている
ときに Windows オンラインのヘルプとサポートを検索して、最新の
コンテンツを取得することができます。

収集、処理、または送信される情報

Windows オンラインのヘルプとサポートの使用を選択すると、検索ク
エリがマイクロソフトに送信されます。同様に、表示されたヘルプ ト
ピックについて入力した評価やフィードバックも送信されます。個人
を特定できるような情報を Windows
オンラインのヘルプとサポート
を介してマイクロソフトが意図的に収集することはありません。ユー
ザーが検索ボックスまたはフィードバック ボックスに情報を入力した
場合、その入力情報は送信されますが、ユーザーを特定したりユーザ
ーに連絡したりする目的でこれらの情報をマイクロソフトが使用する
ことはありません。

情報の用途

マイクロソフトでは、収集した情報を使用して、ユーザーの検索クエ
リに対して最も関連性の高いヘルプ トピックを返し、新しいコンテン
ツを作成し既存のコンテンツの向上を図ります。

選択および管理

Windows オンラインのヘルプとサポート オプションは、既定で無効
になっています。Windows オンラインのヘルプとサポートから返され
る結果は、オプションをオンにしていない限り、ヘルプ システムの使
用時に取り込まれません。Windows
ヘルプとサポートを初めて使用す
るときに、Windows オンラインのヘルプとサポートを選択できます。
後で選択を変更する場合は、[ オプション ] メニューの [ 設定	] を選
択するか、または [ヘルプ] ウィンドウの右下隅にあるトグル メニュ
ーで [ オンライン ヘルプの表示 ] を選択してください。

ヘルプ機能向上プログラム
この機能について

ヘルプ機能向上プログラムは、ヘルプの使用方法に関する傾向を識別
し、検索で返される結果やコンテンツの適正さを向上させるために役
立ちます。この情報は、今後の Windows ヘルプとサポートにおける
操作性を向上させるために使用されます。Windows
オンラインのヘル
プとサポートの使用を選択した場合に限り、ヘルプ機能向上プログラ
ムに参加できます。



収集、処理、または送信される情報

ヘルプ機能向上プログラムは、ユーザーのコンピュータで稼働してい
る Windows のバージョン、および Windows ヘルプとサポートを検索
するときに入力したクエリなどの Windows ヘルプとサポートの使用
方法に関する情報を、マイクロソフトに送信します。

情報の用途

収集されたデータは傾向や使用パターンの識別に使用され、提供する
コンテンツの品質や検索結果の妥当性の向上を図ることができます。
マイクロソフトは、ユーザーに連絡したりユーザーを識別したりする
ためにこの情報を使用することはありません。

選択および管理

ヘルプ機能向上プログラムのオプションは、既定で無効になっていま
す。ユーザーがオプションをオンにしていない限り、ヘルプ機能向上
プログラムに登録されることはありません。この機能を有効または無
効にするには、[ オプション	] メニューの [ 設定 ] を選択するか、ま
たは [ヘルプ] ウィンドウの右下隅にあるトグル メニューで [ オンラ
イン ヘルプの表示 ] を選択します。管理者はグループ
ポリシーを使
用することで、マイクロソフトへのデータの送信を回避したり、この
データにヘルプ機能向上プログラムの情報と検索クエリのみが含まれ
るにように制限したりできます。

ページのトップへ

Windows メール

この機能について

Windows メールは、電子メールとニュース グループを備えていま
す。Windows メールには、受信トレイのカスタマイズ規則、オフライ
ンの同期、クイック検索、迷惑メールおよびフィッシング メール フ
ィルタなどの機能があります。また、ニュースグループ
メッセージに
関する情報 (評価やランク付けなど) を表示するコミュニティ サービ
スも備えています。ニュースグループ サーバーの管理者がコミュニテ
ィのサポートを選択すると、ニュースグループ メッセージと共にこれ
らの追加コミュニティ機能が表示されます。

収集、処理、または送信される情報

 Windows 



電子メール サーバーに接続するために、ユーザーは メール
に電子メール アカウント情報とサーバー名を入力する必要がありま
す。また、電子メールを送信した相手の電子メール ヘッダーに表示さ
れる表示名を指定することもできます。ユーザーがマイクロソフトに
電子メールを送信するか、Windows
Live メール、Hotmail、MSN メー
ルなどのマイクロソフトの電子メール サービスを利用しない限り、マ
イクロソフトに情報が送信されることはありません。ユーザーが送信
または受信する電子メールは、お使いの電子メール サービス
プロバ
イダが処理します。電子メール サービス プロバイダによるそのよう
な情報の使用はすべて、プロバイダのプライバシーに関する規則によ
って管理されます。

コミュニティを有効にすると、Windows メールを開始するたびに、ニ
ュースグループ サーバーがメッセージの評価やランク付けなどのコミ
ュニティ機能をサポートしているかどうかがチェックされます。高度
なコミュニティ機能 (ニュースグループへの投稿を評価およびランク
付けする機能など)
を使用するには、Windows Live ID 資格情報にサイ
ンインする必要があります。Windows Live ID の詳細については、
Microsoft オンライン プライバシーに関する声明を参照してくださ
い。

Windows メールは、Windows Vista の連絡先フォルダを使用して、連
絡先を保存および整理します。連絡先に関する情報はマイクロソフト
に送信されません。

情報の用途

ユーザーの電子メール アカウント情報は、電子メール サーバーに対
する接続を確立し、ユーザーが選択した名前を電子メール受信者に提
供するために使用されます。さらに、Windows Live ID にサインイン
すれば、ニュースグループ
リーダーの高度なコミュニティ機能を使用
できます。

選択および管理

Windows メールに電子メール アカウント情報や電子メール サーバー
名を入力したくない場合は、他の電子メール アプリケーションを使用
して電子メール サーバーに接続してもかまいません。電子メール用に
Windows メールを使用しなければ、プログラムによって情報が収集さ
れることはありません。Windows
メールを使用する場合は、表示名を
選択および変更したり、表示名を使わないことを選択したりできま
す。ニュースグループを初めて購読するときに、コミュニティを有効

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=75734
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にできます。また、Windows メールで提供されているオプションを使
用すれば、いつでもコミュニティの使用を停止できます。

ページのトップへ

Windows ムービー メーカー

[プロジェクトのプロパティ] ダイアログ ボッ
クス
この機能について

ユーザーが作成したムービーを確認および整理しやすいように、[プロ
ジェクトのプロパティ] ダイアログには各ムービーのタイトル、作成
者、説明、視聴制限、著作権などの情報を入力できます。

収集、処理、または送信される情報

[プロジェクトのプロパティ] ダイアログ ボックスに入力した情報がマ
イクロソフトに送信されることはありません。ただし、Windows ムー
ビー メーカーのプロジェクト ファイルまたはムービー ファイルにア
クセスできるユーザーであれは誰でもこれらの情報を参照することが
できます。

情報の用途

完成したプロジェクトをコンピュータまたはデバイスに公開する手順
を案内する Publish Movie 機能は、[プロジェクトのプロパティ] ダイ
アログ ボックスに入力した情報をムービーと共に保存します。この情
報は、ユーザーがムービーをメディア
プレイヤーで再生したときに表
示されます。

選択および管理

[プロジェクトのプロパティ] ダイアログ ボックスには、他のユーザー
が公開したムービーを視聴しているきに共有したい個人情報のみを入
力してください。Windows ムービー メーカーの [ツール] メニューで
提供されているオプションを使用して、公開するムービーにこの情報
を含めないよう指定できます。

クリップの削除
この機能について

Windows ムービー メーカーのコレクション フォルダ、ストーリーボ
ードまたはタイムラインから、または Windows フォト ギャラリーか



らクリップを削除できます。クリップを定義する情報は削除されます
が、デジタル メディア
ファイル自体は削除されません。

収集、処理、または送信される情報

クリップ情報には、クリップを作成した場所やファイル名、ファイル
の種類、およびメディア固有の情報 (撮影時間や撮影日など) が含まれ
ます。クリップを削除しても、クリップがポイントしているデジタル
メディア ファイルは削除されません。

選択および管理

デジタル メディア ファイルは、Windows エクスプローラを使用して
削除できます。

ページのトップへ

Windows 印刷スプーラ

この機能について

Windows 印刷スプーラは、印刷を有効にするさまざまな機能に利用さ
れます。

収集、処理、または送信される情報

印刷ジョブ データが、スプーラ ディレクトリのスプール ファイルに
収集および保存されます。Microsoft Postscript Print Driver などのプリ
ンタ ドライバによって送信されるジョブのカバー データには、ユー
ザー名、ジョブ名、およびジョブのサイズが含まれ、スプールされた
データと共に、スプーラ
ディレクトリのシャドウ ファイルに保存さ
れます。このデータは、プログラム的なインターフェイスを通じてサ
ード パーティ製アプリケーションによって利用され、さまざまな標準
プロトコルをとおして転送できます。印刷キュー データはレジストリ
に格納されます。また、ポートもレジストリに格納され、リモート
ユ
ーザーも含めて、プリンタを追加したコンピュータにログオンしてい
るすべてのユーザーが、ポートを作成または表示できます。言語モニ
タ、ドライバ、ポート モニタ、プリント プロバイダなどのインスト
ール可能なコンポーネントも、Everyone
グループに属しているユーザ
ーであれば、リモートおよびローカルにかかわらず表示することがで
きます。この情報は、マイクロソフトには送信されません。

情報の用途



情報は、Windows の印刷機能を有効にするために使用されます。ジョ
ブ データは、処理されているジョブの状態をユーザー、管理者、およ
び管理ツールに示すために使用されます。印刷されているドキュメン
トの内容は、ドキュメントの所有者とシステム管理者だけが利用でき
ます。

選択および管理

コントロール パネルのサービス管理ツールを使用して、スプーラ サ
ービスを無効にできます。ただし、スプーラ サービスを無効にする
と、印刷を行うことができなくなります。スプール ファイルの書き込
みはすべてのユーザーが既定で行うことができますが、スプール
ファ
イルの読み取りおよび更新のアクセス許可を持つのは管理者のみで
す。ジョブのカバー データにはユーザー名、ジョブ名、ジョブ サイ
ズなどの情報が含まれ、すべてのユーザーがこれを参照することがで
きます。

ページのトップへ

Windows 問題レポート

この機能について

Windows Vista を含むマイクロソフトの多くのソフトウェア プログラ
ムが、Microsoft エラー報告サービスと連携するように作られていま
す。このようなソフトウェア プログラムのいずれかで問題が発生する
と、レポートを送信して解決策を確認できるようにするかどうかをた
ずねられます。レポートを送信する前にレポートの詳細を見ることが
できますが、人間には判読できない形式のファイルが含まれている場
合があります。

Microsoft エラー報告サービスは、ユーザーが使用しているソフトウェ
アでの問題を、マイクロソフトおよび Windows のパートナーが診断
して解決策を提供するのを支援します。解決策のない問題もあります
が、解決策がある場合は、ユーザーが報告した問題を解決するための
手順として、またはインストールに対する更新として、解決策が提供
されます。

Windows Vista では、問題が発生するたびにユーザーに同意を求める
のではなく、自動的に問題を報告できます。自動レポートを使用する
場合は、通常、レポートを送信する前にレポートの情報の確認を求め
られません。ただし、ユーザー
(あるいはユーザーのシステム管理者



またはネットワーク管理者) が問題の報告を選択しない限り、情報は
送信されません。いつでも問題の報告を停止できます。

収集、処理、または送信される情報

Windows 問題レポートは、ユーザーの作業を中断させた問題に関する
情報、および水面下で発生しているエラーに関する情報を収集できま
す。レポートには意図的にではなく個人情報が含まれてしまう場合が
ありますが、マイクロソフトは、個人を特定したり、お問い合わせの
目的で情報を使用することはありません。たとえば、コンピュータの
メモリのスナップショットを含むレポートには、ユーザーの名前、ユ
ーザーが作業していたドキュメントの一部、ユーザーが最近
Web サ
イトに送信したデータなどが含まれる場合があります。レポートに個
人情報や機密情報が含まれることが心配な場合は、レポートを送信し
ないでください。レポートにこの種の情報が含まれる可能性がある場
合は、自動レポート送信が有効になっていたとしても、Windows
はレ
ポートを送信するかどうかをユーザーにたずねます。これにより、ユ
ーザーは、マイクロソフトに送信される前にレポートを確認できま
す。

マイクロソフトにまだ送信されていないレポート、およびそれに添付
されているファイルやデータは、コンピュータに保管しておき、後で
時間ができてから内容を確認した後、送信することができます。既に
送信されたレポート、およびそれに添付されているファイルやデータ
も、コンピュータに保存できます。

エラー レポートに含まれる可能性のあるデータの詳細については、
Microsoft エラー報告サービスのプライバシーに関する声明を参照して
ください。

情報の用途

マイクロソフトは、エラーおよび問題に関する情報を使用し
て、Windows および Windows オペレーティング システムで使用する
ように設計されているソフトウェアとハードウェアを改善します。マ
イクロソフトの社員、契約者、ベンダ、およびパートナーには、レポ
ート
サービスで収集された情報へのアクセスが許可される場合があり
ます。ただし、情報の使用目的は、これらの関係者が公開または製造
する製品を修理または改善することに限られます。エラー レポートの
データの使用方法に関する詳細については、
Microsoft エラー報告サ
ービスのプライバシーに関する声明を参照してください。
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選択および管理

問題の履歴の表示、新しい解決策の確認、問題レポートと解決策の削
除などを行うには、コントロール パネルの [問題のレポートと解決策]
を使用するか、または Windows ヘルプとサポートで詳細を参照して
ください。

ページのトップへ

Windows ターミナル サービス クライアント

リモート デスクトップ接続
この機能について

Windows ターミナル サービス クライアント ソフトウェア (リモート
デスクトップ接続) は、Windows ターミナル サービスを実行している
ホスト コンピュータとリモート接続を確立する方法を提供します。

収集、処理、または送信される情報

接続設定は、ユーザーのコンピュータ上のリモート デスクトップ プ
ロトコル (RDP) ファイルに保存されます。これらの設定には、ユーザ
ーのドメインの名前と、リモート コンピュータ名、色のビット深さ、
有効になっているセッション デバイス、オーディオ、クリップボード
などの接続構成設定が含まれます。これらの接続の資格情報は、ター
ミナル
サービス プロキシの資格情報と一緒に、ユーザー名およびパ
スワードの保存を使用して保存されます。信頼されたターミナル サー
ビスのゲートウェイ サーバー名の一覧は、レジストリに保管されま
す。この一覧は、管理者が削除しない限り永続的に保管され、サード
パーティ製または他の Windows コンポーネントと共有されることは
ありません。この情報は、マイクロソフトには送信されません。

情報の用途

データはコンピュータから収集されるので、好みの設定を使用してサ
ーバー (Windows ターミナル サービスを実行しているリモート コン
ピュータ) に接続できます。ユーザー名、パスワード、およびドメイ
ンの情報は、接続設定を RDP
ファイルに保存して、このファイルを
ダブルクリックすることで接続を開始できるように収集されます。

選択および管理

ユーザーは、リモート デスクトップ接続を使用するかどうかを選択で



きます。使用する場合、ファイルが自動的に保存されたときに構成さ
れたオプションと設定など、リモート コンピュータに接続するために
必要な情報は、RDP ファイルに含まれています。同じコンピュータに
異なる設定で接続するためのファイルなど、RDP
ファイルをカスタマ
イズすることができます。リモート デスクトップ接続の詳細について
は、Windows ヘルプとサポートを参照してください。

その他の情報

RDP ファイルに格納されているデータの詳細については、オンライン
で Microsoft Developer Network (MSDN) の記事
Win32_TSRemoteControlSetting(英語の可能性あり) を参照してくださ
い。リモート デスクトップ接続の詳細については、Windows ヘルプ
とサポートを参照してください。

Windows リモート アシスタンス
この機能について

Windows リモート アシスタンスを使用すると、近くにだれもいなく
ても、だれかに自分のコンピュータに接続してもらって、コンピュー
タの問題の解決を手助けしてもらうことができます。接続した後は、
他のユーザーは呼び出したユーザーのコンピュータ画面を見ることが
でき、2
人で見ているものについてチャットで会話できます。依頼し
たユーザーが許可すれば、ヘルパーは自分のマウスとキーボードを使
用して依頼者のコンピュータを制御し、問題の解決方法を示すことが
できます。また、同じ方法でだれかを手助けすることもできます。

収集、処理、または送信される情報

Windows リモート アシスタンスは、インターネットまたは 2 台のコ
ンピュータが両方とも接続しているネットワークをとおして、2 台の
コンピュータの間に暗号化された接続を確立します。だれかが
Windows リモート アシスタンスを使用してユーザーのコンピュータ
に接続すると、そのだれかは、ユーザーのデスクトップ、開いている
ドキュメント、および表示されている個人情報を見ることができま
す。さらに、ヘルパーが自身のマウスとキーボードを使用して依頼者
のコンピュータを制御することを依頼者が許可すると、ヘルパーはフ
ァイルの削除や設定の変更などの操作を実行できます。情報はマイク
ロソフトに送信されません。

情報の用途

情報は、暗号化された接続を確立し、ヘルパーが依頼者のデスクトッ

http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=50296


プにアクセスできるようにするために使用されます。収集されたりマ
イクロソフトに送信されたりするデータはありません。Windows リモ
ート アシスタンスの詳細については、Windows
ヘルプとサポートで
Windows リモート アシスタンスに関するよくある質問 を参照して
ください。

選択および管理

ヘルパーに自分のコンピュータへの接続を許可する前に、見られたく
ないプログラムやドキュメントを閉じてください。ヘルパーの行動に
気を付けてください。ヘルパーが自分のコンピュータで見たり行った
りしていることについて不安を感じたときにはいつでも、Esc
キーを
押してセッションを終了してください。

ページのトップへ

Windows タイム サービス

この機能について

Windows タイム サービスは、ユーザーのコンピュータの時刻をネッ
トワーク上の信頼性の高いタイム サーバーと自動的に同期させ、ネッ
トワークまたは組織のセキュリティとパフォーマンスを向上させま
す。

収集、処理、または送信される情報

このサービスは、信頼性の高いタイム サーバーに情報をネットワーク
パケットの形式で送信します。接続には、業界の標準的な NTP
(Network Time Protocol) が使用されます。既定では、このサービスに
よって 1
週間に 1 度 time.windows.com と同期が取られます。サービ
スに関連する情報は、イベント ビューアで Windows のシステム イベ
ント ログに保存されます。タイム サーバーの IP アドレス
も、Windows
のイベント ログ エントリに格納されます。また、サー
ビスに関連する警告やエラーの情報が Windows のシステム イベント
ログに保存されます。

情報の用途

収集される情報は、ローカル コンピュータの時刻をネットワーク上の
信頼性の高いタイム サーバーと自動的に同期するために、Windows
タイム サービスによって使用されます。



最新情報
Surface Pro 9

Surface Laptop 5

Surface Studio 2+

Surface Laptop Go 2

Surface Laptop Studio

Surface Go 3

Microsoft 365

Windows 11 アプリ

Microsoft Store

アカウント プロファイル

ダウンロード センター

Microsoft Store サポート

返品・返金

ご注文履歴

Microsoft Store をお選びいただく理由

教育
Microsoft Education

教育機関向けデバイス

Microsoft Teams for Education

Microsoft 365 Education

Office Education

教育者向けトレーニングおよび開発

学生および保護者向けキャンペーン

学生向け Azure

ビジネス
Microsoft Cloud

Microsoft Security

Azure

Dynamics 365

Microsoft 365

開発者 & IT

デベロッパー センター

ドキュメント

Microsoft Learn

Microsoft Tech Community

Azure Marketplace

会社
採用情報

会社のニュース

マイクロソフトにおけるプライバシー

投資家

アクセシビリティ

選択および管理

Windows タイム サービスは既定で有効になっています。コントロー
ル パネルの [日付と時刻] で提供されているオプションを使用して、
この機能を無効にしたり、希望するタイム ソースを選択したりできま
す。Windows タイム
サービスを無効にしても、アプリケーションや
その他のサービスに直接影響が及ぶことはありません。ただし、信頼
性の高いタイム ソースがない場合、ローカル コンピュータの時計
が、ネットワークやインターネット上の他のコンピュータと同期しな
くなる可能性があります。ネットワーク接続されたコンピュータ間で
時刻が大きく異なると、時刻に依存するアプリケーションやサービス
が失敗したり、正しく動作しなくなる可能性があります。

ページのトップへ

https://www.microsoft.com/ja-jp/d/surface-pro-9/93VKD8NP4FVK
https://www.microsoft.com/ja-jp/d/surface-laptop-5/8XN49V61S1BN
https://www.microsoft.com/ja-jp/d/surface-studio-2plus/8VLFQC3597K4
https://www.microsoft.com/ja-jp/d/surface-laptop-go-2/8PGLPV76MJHN
https://www.microsoft.com/ja-jp/d/surface-laptop-studio/8SRDF62SWKPF
https://www.microsoft.com/ja-jp/d/surface-go-3/904H27D0CBWN
https://www.microsoft.com/microsoft-365
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